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会議に付した事件 

 日程第１           一般質問 

  １．大 山 勝 代     (1) 健康寿命を伸ばし、地域で生き生きと暮らせるために 

                (2) 子どもの貧困問題と子育て支援の拡充について 

 

  ２．牧 薗 綾 子     (1) 基山町の農業の今後について 

                (2) トイレ整備で町の活性化につなげよう 

 

 日程第２           追加議案上程 提案理由説明 

                （議案第12号） 

 日程第３   議案第１号 基山町税条例等の一部改正について 

 日程第４   議案第２号 基山町条例を廃止する条例の一部改正について 

 日程第５   同意第１号 基山町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 

 日程第６   議案第３号 町道の路線の認定について 

 日程第７   議案第12号 基山中学校校舎大規模改造工事（教室棟）請負契約について 

 日程第８   承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度基山町一 

              般会計補正予算（第５号）） 

 日程第９   議案第４号 平成28年度基山町一般会計補正予算（第６号） 

 日程第10   議案第５号 平成28年度基山町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

 日程第11   議案第６号 平成28年度基山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３ 

              号） 

 日程第12   議案第７号 平成28年度基山町下水道事業会計補正予算（第４号） 

 日程第13   議案第８号 平成29年度基山町一般会計予算 

 日程第14   議案第９号 平成29年度基山町国民健康保険特別会計予算 

 日程第15   議案第10号 平成29年度基山町後期高齢者医療特別会計予算 

 日程第16   議案第11号 平成29年度基山町下水道事業会計予算 

 日程第17   報告第１号 基山町土地開発公社の事業報告について 

 日程第18         委員会付託 
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～午前９時30分 開議～ 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ただいまの出席議員数は13名で定足数に達しておりますので、本日の会議は成立いたしま

した。 

 これより直ちに開議します。 

      日程第１ 一般質問 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第１．一般質問を議題とします。 

 まず初めに、大山勝代議員の一般質問を行います。大山勝代議員。 

○10番（大山勝代君）（登壇） 

 皆さんおはようございます。10番議員の大山勝代です。朝早くからの傍聴、ありがとうご

ざいます。 

 今回は、１、健康寿命を伸ばし、地域で生き生きと暮らせるためにと、２、子どもの貧困

問題と子育て支援の充実についての２項目で質問します。 

 高齢者の介護問題、子どもの貧困問題、これについては、これまで継続的にこの場で何回

か質問しましたが、まだ幾つも課題、これが大きくなっていると考えますので、繰り返し質

問させていただきます。 

 さて、平成29年度国家予算、安倍政権は社会保障に係る自然増を抑制するという方針のも

と、1,400億円の削減をしています。その一方で、戦争する国づくりのために防衛費、５年

連続５兆円ふえて、今年度５兆円を越しております。この日本の長寿社会、社会保障費の伸

びは必然なのに、私は、逆立ちした予算の組み方だと憤慨しています。しかし、社会保障費

の国の予算でそれが削減されたとしても、これまで受けられていた、これから受けられるそ

のサービスの低下は許されません。 

 第６期改定では、要支援１、２の人が国の給付から総合事業に移ることになり、市町村の

裁量に任されます。そうなれば、地域間格差が生まれる懸念が出てきます。鳥栖広域、基山

町がよりよいサービスを提供してくれるためには、これから、私たち住民のチェックが重要

になってくると思います。 

 そこで、具体的な質問に移ります。 

 (1)介護保険の要支援１・２の認定者で、現在訪問介護、通所介護を利用している人は基
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山で何人ですか。 

 (2)平成29年４月からの訪問型サービスＢと通所型サービスＢが新しい地域支援事業とし

て移行しますが、その対象者が把握できていますか。 

 (3)この２つのサービスの具体的な支援の内容を教えてください。 

 (4)総合事業に移行することでのメリット、デメリット。特に、デメリットは何でしょう

か。 

 (5)町内の介護施設や事業者の受けとめ方はどうでしょう。 

 (6)基山町の介護予防事業の内容を示してくださいということです。 

 (7)介護予防事業の中で行われる介護予防サポーター養成の見通しはどうなっていますか。 

 (8)国は既に、第７期改定の検討を進めています。また保険料の値上げになるのかなと懸

念しています。これ以上、国民の負担がふえて国の予算が削減されていけば、制度そのもの

が崩壊するのではないかと私は考えています。町として、国に介護保険予算の国庫負担増額

の働きかけはできませんか。 

 ２つ目の柱です。 

 ２、子どもの貧困問題と子育て支援の充実についてです。 

 (1)一昨日も言われましたが、子どもの貧困率は16.3％、６人に１人が相対的貧困状態だ

という深刻な事態が起こっています。 

 そこで、(1)子どもの貧困率はどのように算定されているのか、お聞きします。 

 (2)新聞報道にあった武雄市のように、基山町として子どもの貧困の実態を把握するその

調査の考えはありませんか。 

 (3)子どもの貧困問題の改善や解決のために、町として何か施策を考えていらっしゃいま

すか。 

 (4)町長の大きな政策の推進として、子育て支援と定住促進が挙げられています。定住促

進策としても、学校給食費の無料化と高校生までの通院の医療費助成を望みますが、その見

通しはどうでしょうか。 

 これで１回目の質問を終わります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 
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 皆さんおはようございます。大山勝代議員のお答えに入ります前に、関連することですけ

れども、今回の一般質問の中で、執行部が一番力を入れて、さらに時間をかけて準備をした

ものが、この大山勝代議員の最初の問いでございます。すごく重要な問題だというふうに理

解しております。ただ一方で、非常に難しい問題だし──難しいというのは構造的な難しさ

と制度的な難しさといろいろな意味で難しいということなので、これからまた議会でもほか

の議員の皆さんは次回も含めてどんどん──担当課長がどんな顔しているかちょっと見なが

らあれしなきゃいけないのかもしれませんが、どしどし深めていきたいと思うし、それから、

議会以外でも議員の皆さんと、何かこういうのはきちんとした勉強会をやんないとだめだと

思います。なまじっかな知識で意見交換したりやりとりするのは非常に危険だと思いますの

で、ぜひここはそういうことも含めてこれから考えていきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 それでは、お答えさせていただきます。 

 健康寿命を伸ばし、地域で生き生きと暮らせるためにということでございますが、(1)介

護保険の要支援１、２の認定者で、現在、訪問介護、通所介護を利用している人は何人かと

いうことでございますが、要支援１、２の認定者で現在訪問介護の利用者は13名、通所介護

の利用者は71名になります。また、訪問介護と通所介護の両方の利用者は４名となり、合わ

せて88名となります。 

 (2)平成29年度から給付から外れて訪問型サービスＢと通所型サービスＢが新しい地域支

援事業として移行するが、その対象の利用者数が把握できているかということでございます

が、平成29年度から介護給付費から訪問介護と通所介護が総合事業に移行します。移行後も

これまでのサービスは継続されますので、先ほど申した88名の利用者は、従来のサービスを

継続して受けられることになります。また、本町が独自で実施します訪問型サービスＢと通

所型サービスＢにつきましては新年度から実施するため、その数は現在のところ把握してい

ないところでございます。 

 (3)訪問型サービスＢと通所型サービスＢの具体的支援の内容はどういうものかというこ

とでございますが、要支援１・２の方を対象に、訪問型サービスＢについてはシルバー人材

センターを活用してのごみ出し、洗濯干し、簡単な掃除等の生活援助を行い、通所型サービ

スＢについては、介護予防サポーターを活用した運動教室を実施します。 

 (4)総合事業に移行することのデメリットは何かということなんですが、特にデメリット
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はないというふうには考えておりますが、総合事業を実施していく中で、特に訪問型サービ

スＢと通所型サービスＢについては、実施する団体やボランティアを育成していくことが重

要です。このことが課題ではないかというふうに考えます。 

 (5)事業所の受けとめ方はどうかということでございますが、鳥栖地区広域市町村圏組合

により事業所を対象に事業内容や報酬単価の説明会が行われています。当初、現行相当のサ

ービスの報酬単価の設定について懸念が見られていましたが、鳥栖地区広域市町村圏組合で

事業所のアンケートを実施し、事業所の意見を反映させ、報酬単価についても理解を得てい

るというふうに考えています。 

 (6)基山町の介護予防事業の内容を示せということでございますが、平成28年度について

は、要支援、要介護になることをできる限り予防し、自立した日常生活ができるようにする

ことを目的として、いきいき筋力アップ教室、ロコモ予防教室、音楽サロン、スロージョギ

ング教室を実施しています。また、介護予防サポーターを中心に行う通いの場を老人憩の家

と風のふく丘三ヶ敷の２カ所で行っています。 

 平成29年度についても、通いの場の実施箇所を４カ所程度ふやしていきたいと考えていま

す。それに対応するために、介護予防サポーター養成講座も実施します。 

 (7)介護予防サポーター養成の見通しはどうかということですが、今年度、高齢者を支え

る地域づくりの人材を育成するために介護予防サポーター養成講座を開催し、12名の方が通

いの場などで活躍されています。平成29年度につきましても、介護予防サポーター養成講座

の２回の開催を予定しています。介護予防サポーターと協議して募集方法は公募としていま

すが、介護予防の重要性の啓発に努め、介護予防サポーターの養成講座への参加をふやして

いきたいというふうに思います。 

 (8)町として国に介護保険予算の国庫負担増の働きかけはできないかということでござい

ますが、今後、高齢化がますます進展していく中で、介護保険を恒久的なものにするために

は、財源の確保は重要な課題であると考えています。このことは、本町に限らず各市町の課

題であると考えていますので、鳥栖地区広域市町村圏組合及び構成市町で検討していきたい

というふうに思います。 

 ２、子どもの貧困問題と子育て支援の拡充について。 

 (1)子どもの貧困率はどう定めているのかということですが、基山町では、貧困率は定め

ておりません。 
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 (2)武雄市のように、子どもの貧困の実態を明らかにするための調査をする考えはないか

ということでございますが、貧困対策を行うために、実態調査で得られた結果を分析し実施

していくことは有効な方法の一つと考えています。そのために、武雄市も含めた先進地の状

況を調査し、調査対象者、アンケート内容を研究し、実施に向けて検討していきたいという

ふうに思います。 

 (3)子どもの貧困問題の改善、解決のための施策を考えているかということでございます

が、平成28年10月に設置した基山町子育て支援ネットワークコーディネーターにより、地域

の親子に必要な資源を見つけ、サービスに必要な利用調整を行っているところでございます。 

 (4)定住促進策としても、学校給食費の無料化と高校生までの通院医療費助成を望むがど

うかということでございますが、学校給食の無料化については現在のところ考えておりませ

ん。高校までの通院の実施については、今年度拡充した高校生の入院助成の実施状況と、近

隣の状況も踏まえながら検討していきたいと思っているところでございます。 

 以上で１回目の回答を終わらさせていただきます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 町長の回答の前にお話しいただきました。建設的だなと思って。介護保険いろいろ調べま

すけれども、私自身がまだ不勉強で、今回の質問も何か、私の質問の設定とどうしていけば

いいのかちょっと今混乱している状況です。学習なり勉強会なりというのは、ぜひしていた

だきたいと思っています。 

 ２回目の質問に移ります。 

 先ほど88名と言われましたが、この方たちが今回はそのまま通所と訪問とが続くわけです

ね、サービスが。今度、改定の時期がありますよね、改定といいますか何ですか。その時期

に、前回も聞きましたけれども、チェックリストということで、それで振り分けるというの

が国の方針ですが、もしチェックリストで、これはできるよ、これはできそうよねというて

本人が丸をしたのを見られて、そして、あなたはチェックリストでこれだけ自立ができてい

ますので、今までいかれた通所なり訪問なりというのは必要ないと考えますから、あなたは

行かないでくださいというそういう制限はないですよね。確かめです。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 これは大体、認定のほうを１年に１回基本的に更新するというふうになっております。そ

れによってサービスの利用者の要望等を聞きながらケアプランを立てていきますので、そこ

は一方的に、あなたはこうですよというふうなことは行わないと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 これが、全国的に今問題になって、利用者側にしてみたら懸念の一番大きなもので、いろ

いろ要支援１、２の人たちのサービスの内容がありますが、これは、平成27年度はサービス

Ｂと両方、訪問型と通所型サービスＢが市町村、基山に移るわけですが、それ以外のものが

段階的に市町村に移る。それとも、この部分については半永久的といいますか、継続的に残

る、どっちですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 平成29年度から総合事業が始まりますけれども、そこに示された分については、市町村な

り組合のほうに移っていきますけれども、それ以外のものが基山町のほうに移ってくるとい

う話は聞いておりません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 幾つか資料を持った上で、実施主体ということで、ここは広域組合ですから、そこで基山

町に移ることは聞いていないということですが、国は要支援１、２の人を外すとはっきり言

っているわけですよね。聞いていないで済むのでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 この総合事業を検討する段階でそういう意見が出たというのは聞いております。ただ、そ
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れは公にはされていないということで聞いておりますので、最終的なところはこの部分だけ。

新聞報道か何かに載ったということは聞いています。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 介護保険制度そのものが、今後すごい先細りといいますか不安な状況で、介護の社会化と

いうところから、また家庭化に移っていく、逆行しているということをとても今私は懸念し

ています。だけれども、そこをここでいろいろ言っても先に進みませんので次に行きますが、

基山町に移った、その訪問型Ｂと、それから通所型Ｂと、訪問型Ｂについてはシルバー人材

センターになるわけですが、これは、利用者が今までは１割でよかったのが、有償としてど

うなりますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 訪問型のサービスＢのことですよね。簡単な家事の手伝いということでやっておりますけ

れども、これも新しく出てきたサービスですので、今までは全然介護保険ではなかったサー

ビスになってきます。 

 それで、これについては１時間当たり854円ということで家事等の手伝いを行う、サービ

スを行うということでやっております。その中で、うちのほうの補助として100円を支払う

ということになっておりますので、本人の自己負担が754円ということで決まっております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 新しいというのは、もう全く比較はできないわけですか。例えばごみ出しが、今、社協に

登録されている方がうちの近所のごみ出しをされています。その人の報酬単価がわかりませ

んけれども、そことの比較で個人負担754円ということで高くなりますか、同等ですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 
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 この算定なんですけれども、今シルバーさんが社協のほうでやられているお手伝い、あれ

を基本に計算しています。その中で、うちのほうから100円の補助のほうを出していくとい

うふうで算定をいたしております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 基本に計算をして、補助を町が出す。その補助を町が出すのが、結果的に低く見積もられ

て100円になるのか、そこはもう決定ですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 まだ、うちの案として持っているところですので、まだ４月に入っていませんから、決定

という段階ではないです、予算として上げておりますので。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 ここは議案審議の中でということにはならないですね、そしたら。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 執行部としては、決定しているということです。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 もし、今までシルバーさんにごみ出しを頼まれていた人が、例えば１時間単位として500

円払っておった。だけれども、今度は754円払わなければいけないということにもしなった

ときに、どうなりますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。なるべくわかるように答弁してください。 
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○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今のシルバーさんが行われる事業を基礎に、その時間単価を決めています。それに対して

介護保険といいますか、町のほうから100円の助成をするので、今度総合事業で利用される

方は単価的には安くなると考えておりますけど。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 まず第１前提として、このサービスに移ってくださいという強制的な、もしくは振り分け

的なものは一切ないので、まずはこのサービスを受けたい人が受けていただくということが

前提だということを、まず前提として御理解ください。 

 それから、今のお金の話は、いわゆるシルバーボランティア、社協がワンコインサービス

をやっているやつの500円というののイメージがちょっとおありになるんだと思いますけど、

あれはたしか30分とか、何か時間が限られていたりするんですよね。だから、そういう意味

で言えば、うちが、社協さんがやられることに対して100円補塡すると思っていただければ。

今決まっているかどうかというのは、ことしはだからこれでやりたいという方針もうちはは

っきり出している。ただ、もうちょっと補助したほうがいいんじゃないかみたいな話があれ

ば、補正とか来年度はまた変えることはそこはまたできますよね。ただ、広域との関係があ

りますので、変えるとしたら来年度になると思いますけれども。途中では変えにくいと思い

ます、これはやっぱり広域との関係がありますので。だから、そういう意味で御理解いただ

ければというふうに思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 先ほどの課長の回答で、１時間単位ということなので、今おっしゃったことが少し理解で

きたのですが、いずれにしても、値上げにはならないという確認ができますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今のところ値上げということは考えておりません。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 ありがとうございます。次に行きます。 

 通所型Ｂについてです。今、担当課としては介護予防サポーターの養成ということで、そ

の養成をしながら２つの事業所──憩の家と風のふく丘等で実施をもう既にされているわけ

ですね。これが４カ所程度に拡大したいとおっしゃいましたけれども、拡大するに当たって

のネックとなるものは何だとお考えですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 町長のほうの答弁にもありましたとおり、やはり課題と申しますかサポーターの養成、そ

れが一番だと思っております。そのためにはやはりこの高齢福祉に、これから高齢者社会に

なってくることへの危機感と申しますか、そういう重要性、ここら辺の住民に対する周知、

これが重要になって、みずからサポーターの養成講座に参加してもらう、そういう意識付け

すること、そこら辺が重要になってくると考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 済みません、私自身の質問が飛ぶかなと思っていますので、このサポーターについて詳し

くお聞きしたいと思います。 

 この養成をされるに当たって、まず担当課としてどのくらいの方にサポーターに──第１

段階としてなってもらいたいと思ってあったのか。実際は13人の方が受講をされたと聞いて

います。今、サポーターになられている方は12人だということですが、そこの流れはどうで

すか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今年度からサポーター養成講座のほうを開催させてもらいました。議員さん言われるとお
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り13名の申し込みがあって、12名の方がサポーターということになっております。１名の方

について、その内容を、養成講座の内容に対して自分が思っている──運動教室というふう

な感じで捉えられていた面もちょっとあられたのかなとも思いますけれども、私ではできな

いということでお断りということで途中でやめられたという経緯がございます。 

 先ほど、どういう段階でこれを進めていくかということだったと思うんですけれども、今

年度が12名ですので、最低でもその倍は目指していきたいとは考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 私も、運動のサポーターかなと思っていましたけれども。通いの場で基山町が今から進め

ていこうとするのが、いきいき百歳体操ということですよね。それを私たち10区のサロンで、

出前講座という形で受講をしましたけれども、そのときの指導者は、私たちに運動の形を教

える、いろんな効率的なということでされて、私たちもこれはいい体操だなと思ったわけで

すが、体操以外のサポーターの役割としては何ですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 地域福祉を担っていく、運動教室等を自分たちからできるような、その地区で。理想とし

ましては、もしその地区のほうで体操教室を行うのであれば、その地区の方、御近所の方で

すね──でその運営をしてもらうというのが理想だと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 地域福祉を担うと理想と、何かつながりがないのですが、このサポーターの方が継続的に

この活動を自分としてしていきたいと思われるときに、何らかの手当てといいますか、ボラ

ンティアポイントみたいな、そういうことを考えていらっしゃいますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 
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 サポーターに対しても、来年度からいきいき健康ポイントというのを実施します。サポー

ターに対しても、その運営について、運動教室の運営について参加されたらいきいき健康ポ

イントのほうを付与するようなところで考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 １日目の一般質問の中で、民生委員の協力委員ということで、月１千円の──何という言

葉になるのか、そういうことを言われましたよね。そんなことは考えていらっしゃいません

か。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今のところ考えておりません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 サポーターの方が自分の住んでいるところから教室が行われるところまでいくというその

交通費など、少し遠いところで加算したら、ガソリン代も随分かかると思いますが、全く考

えていらっしゃいませんか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今のところは考えておりません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 今のところはということで、将来的には検討をしてもいいということでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 
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○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 このサポーター自体が、今年度から養成したところでございます。近隣の状況もそうつく

ってあるところはないと聞いております。県内でも多分、２カ所目だと思います。そこのと

ころも検討して、全国的な状況も検討しまして、そこは考えていくべきものであるかとは考

えます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 このサポーターの方が、将来的には倍の24人だけれどもその人員の確保が難しい、それが

ネックですかと私が聞いたときにおっしゃいましたけれども、そういう大変な仕事だと皆さ

んは受けとめられている。それと、自分がサポーターになったらすぐやめるわけにはいかん、

継続的にする必要があるだろうと、私がなったときもそう思うと思います。そうすると、や

っぱり将来的にガソリン代、いろんなものが手出し──サポーターの方に聞きましたけれど

も、自分は血圧計を持っておると。だけれども、この教室には血圧計がない。これを買って

ほしいと言っても、それはまだ予算としては何も考えていないと言われる。そういうことを

聞きました。ですから、将来的に全国的にもこれが広がっていけば、何らかの補助というか

援助というか、それはあるのかなと思いながら次に行きます。 

 先ほども言いましたように、10区で４月から通いの場をしていこうかねと、今10区の区長

さんたちと考えています。そのとき、何か町としての支援をどう考えていらっしゃいますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 その通いの場を実施するに当たり、そしてまた運動教室、そこでやっていくに当たり、消

耗品で必要なものというのも若干出てくるかとは思います。そこら辺は調査しまして、対応

できるところは対応していこうと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 これは消耗品ではないと思います。おもりが必要ですよね。これは備品になると思います
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が、もし町がそれをつけてくれるということなら備品になると思います。しかし、２月23日

に説明会がありました。そこに私も行きましたけれども、高知県が発祥なんですね。そこで

今、全国にこのいきいき100歳体操が広がっているわけですが、高知では、おもりが２千円

ぐらいでしたかね、３千円の２つですか。２個で３千円だそうです。それを公共の備品とし

て貸し出しをしているということでした。だけれども、基山町の担当は、これは自前でそろ

えていただきますみたいな言い方でしたが、まだ体操をしていない先から自前というのはい

かがでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 おもりについての御質問だったんですけれども、今のところは走り出しですので、そのお

もりについて全額負担というところは考えていませんでした。それと、やはり運動に使うも

ので、汗等もついてくると考えて、現在のところ個人でお願いするということで考えており

ましたので、これから初めの出だしについては、うちのほうでそろえていくべきじゃないか

ということも検討には入れております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 体操するのに、その道具は要るわけ。（「そうです」と呼ぶ者あり）大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 やりとりだけで、だけども皆さんには皆目わからないというのがあって、体操を一般的な

素手でしたときの負荷のかかり方と、おもりを足につけたりするときのかかり方が違って、

継続的にしていって、体操の効果で体力が向上するということになればおもりが必要だとい

うのが今のいきいき百歳体操の大きなポイントのところです。 

 それで、担当課として23日は、これは自前でしてほしいと簡単に言われて、でも、受ける

側としては──そしてもう一つは、家でもそれが自前だったらできるからとおっしゃいまし

たけれども、週１、場所に行って周りの人と一緒にわいわいしながら運動するのと、家で、

これがおもりがあるから自分でするということは、全くというほどないんですよ、私の経験

からも。だから、家で使うというのは頭から外していただいて、備品として用意をしていた

だけるようお願いをしますということで先に進みます。 

 今後のことですけれども、将来的に通いの場をどういう形で考えていらっしゃいますか。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 通いの場、運動教室、そしてサポーター、そのところでは、各地区でそういう通いの場を

つくっていくというのを私たちの最終目標にしております。それに対してやっぱりサポータ

ーを養成していく、そういうふうになってくると思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 そして、まずは４カ所を拡大したいということだと思いますが、例えば、10区で４月から

するというときに、チラシには原則として10区の方のみみたいな書かれ方があって、これを

10区の方が見たらそれはそれでいいんだろうけれども、よその方が見たときに、うちはしよ

らんけど、早う私もそこに行きたかと言われる人の門戸も開いてほしいのですが。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 百歳体操ですけれども、憩の家でも実施はします。それは、全町での募集というふうにな

りますので、10区の地区を限定しているというところもありますが、スペースの問題もある

かとも思いますので、そういう場合はほかの、全体的に行うことを予定している憩の家等で

申し込みをしてもらいたいと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 あの狭い10区の公民館で、満杯になるということは考えられないのではないかと思います。

例えば、13区の方が憩の家に行くのと10区の公民館に来るのと、その辺も考えられて、柔軟

に対応していただきたいというふうに思います。 

 先ほど、サポーターの方とお話をしたときに、自分は血圧計を持っておるけれども、それ

を持っていってするということがどうなのかなという疑問を持たれていました。ですから、

そんな高いお金ではないので、これも備品として備えていただけますか。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 その話はサポーターさんとの会議の中で打ち合わせ等を行う中でお聞きしました。その件

については、うちのほうとしても検討してやっていきたいと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 そしたら次に移りますが、事業所のことです。おおむね報酬単価についても理解を得てい

ますとおっしゃいましたけれども、事業所に支払う報酬が下がるということにはなりません

か。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 現行のサービスは残りますので、事業所に支払う報酬については、そのサービスを受ける

方は変わらないということで考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 ありがとうございます。 

 最後です。国への要請をお願いしたいと思います。これは、具体的なものとして何かでき

ますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 常日ごろ、そのお話は県とかの会議でもしているところではございますけど、ただ、国の

事情もございますのでですね。 

 それからさっきの、誤解のないように。サービスが下がってと言われないように。Ａはも

ともとサービスが今までのサービスよりも軽いサービスになるわけなので、単価も下がるの
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で、事業所に支払われる単価は下がるよね、Ａはね。だから、既存と同じサービスは下がり

ませんという話なので、そこのところはＡが下がったといってまた次回言われると非常に困

るので、そこはきちっと説明しておきます。Ａは間違いなく下がります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 町単独で国にということは、こういう広域で活動しているところではやっぱり大変なのだ

ろうと思いますけれども、ですから、ぜひ町長として、鳥栖広域でまとまって出していただ

けるよう要望して次に行きたいと思います。 

 子どもの貧困率です。基山町では定めていないということですけれども、そうではなくて、

実際16.3％というのが出ているわけですね。これは、どういう算定のもとに出ている数字で

すか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 今泉こども課子育て支援係長。 

○こども課子育て支援係長（今泉雅己君） 

 国全体としてということですので、算出の方法についてお答えします。 

 もともとの調査の基礎データにつきましては、16.3％については平成25年の国民生活基礎

調査のほうをもとデータに算出をしております。 

 計算の直接の方法としましては、世帯の合計、可所得──可所得と申しますのが、所得か

ら必要な経費、例えば社会保険料であったり税金であったりを引いた分の（「可処分」と呼

ぶ者あり）可所得です。（「可処分所得」と呼ぶ者あり）等価可処分所得になります──を

世帯の人数の平方根で割った数の中央値、日本全国の平均値じゃなくて中央値です。中央値

の半分未満に含まれる数になります。ですので、具体的な数字を申し上げますと、例えば御

両親のいらっしゃる家庭、子どもさん２人の４人家族で構成をしますと、そこの所得に関す

る部分については4,880千円、それの平方根になりますので、２で割った数の2,440千円、そ

れの半分の1,220千円未満に含まれる分というのが相対的な貧困率になります。その相対的

貧困率の中に、18歳未満の子どもがどのくらいいるかというのが16.3％という数字になって

きます。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 わかりやすい説明でありがとうございました。 

 私が持っているデータですけれども、同じ2012年なんですよね。そのときのある大学の教

授が全国的に調べられたのが13.8％、16.3％じゃなくて低いんですね。それが全国の全部出

ているんです。佐賀県が、そのときに11.3％、だから13.8％からすると２ポイントも低いで

すから、貧困率の高さからすると47都道府県の30位、そういう数字が出ています。ちなみに、

沖縄が40％近いんですよね。そして、大阪が二十何ポイントだったと思います。その中です

けれども、それを考えたときに、佐賀県、そして基山が佐賀県全体から少し所得が高いとし

ても、ずっと──今、基山で貧困状態にある家庭がどのくらいあるのかなという予測が大ま

かなパーセントとして出てくるのではないかと思いますが、それを算定されたことがありま

すか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 今泉こども課子育て支援係長。 

○こども課子育て支援係長（今泉雅己君） 

 先ほど議員のほうがおっしゃられた数値自体の出典が、私も把握をしておりません。ただ、

松石健児議員のときに少しお答えをしましたけれども、貧困状態ということでの確認はして

おりませんけれども、基山町自体の18歳未満を含む世帯に含まれる子どもの、ひとり親家庭

医療費の割合というのは、基山町については町長の答弁にもありましたように若干高い数字

になっておりますので、そういうところだけを見れば少し高い数字にあるんじゃないかとい

うことは想像ができるかと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 貧困状態が全国的には1,220千円で、基山の場合、児童数が1,274人とお聞きしました。そ

このところから割り出して、基山も相当数の貧困状態にある子どもがいるという予想がされ

ますが、このことについて町長、どういう感想をお持ちですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 
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○町長（松田一也君） 

 まず数字的な話、前言われた数字は前回、どなたの一般質問かのときにその数字がやっぱ

り出てきたので、何回か前。そのときに私自身調べましたけど、どこかの大学の先生が独自

にやっているやつで、厚生労働省の担当者にまで確認しましたけど、基本、国として認知し

ているものではないというお答えをいただきました。 

 それは置いておいて、今言われた話はあくまでもデータ上の話なので、そこはデータでど

うかというよりも、やっぱり大事なのはそういうワンストップ、相談しやすい窓口を、今は

少しつくり始めていますけど、できるだけ早くそういう窓口をつくって、そういう相談体制

をつくることではないかなというふうに思っております。 

 どちらかというと、子どもの数的に言えば基山の子どもの数はどんどんまだ減っています

ので、その数字だけで言えば、決して子どもの数が多いから貧困率が高いとは言えないんで

はないかというふうに思っておるところであります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 単なる所得からこれだけ数があるので、早く施策をということではなくて、いろんな総合

的に見ていてどこから支援を進めなければいけないかというのは私もよくわかります。 

今、相談する窓口とおっしゃって、きのう、コーディネーターの話がされましたけれども、

少し具体的にその方の活動を教えていただきけますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 今泉こども課子育て支援係長。 

○こども課子育て支援係長（今泉雅己君） 

 こちらにつきましては、平成28年10月１日に設置をしております。まだお一人ということ

で今、コーディネーターを設置しておりますけれども、今現在の活動の内容といたしまして

は、基山町内の保育園、幼稚園、全てを毎週火曜日に巡回的に回っております。 

 それと同時に、問題を抱えていらっしゃる、相談をしたいという親御さん等から相談等を

受けた場合については、随時相談という形で家庭なり保育園なり等に出向いて、そちらのほ

うで相談を受けているような状態になっております。 

 回数といたしましては、巡回相談の回数が20回ほど行っております。個別の相談について、
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６件ほどの個別の相談を今受けているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 週１ということは、６園に週１。それを６で割って、やっぱり少ないですよね、その方の

活動、基山に入られる活動としては。せめて週３、できれば常勤を考えてほしいのですが、

いかがですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 今泉こども課子育て支援係長。 

○こども課子育て支援係長（今泉雅己君） 

 巡回相談というのに関しては、現在の状態を把握するめに週１回っているものでございま

す。 

 先ほど申し上げた個別の相談、その回数というのをできるだけ皆さんのほうに周知をさせ

ていただいて、数が伸びるような形で進めさせていただければと思っております。相談に来

られる方につきましても、お電話等の相談はたくさんあるんですけれども、役場のほうに来

られるのが苦手な方というのは多数いらっしゃいますので、そういった配慮を行うためにも

個別の相談を充実させていただいて、御家庭等への訪問というのを充実できればというふう

に考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 相談する人の当事者にとってみれば、この方がコーディネーターですよ、はい、わかりま

した。私はこういう実態があります、ばあんと、すぐにはなかなかできませんよね。その方

とコーディネーターとのコミュニケーションがそれなりに深まったところで、どうしてもや

むにやまれずに実はということになるのが本当のところだと思います。そういう意味では、

やっぱり接触の時間が少ないので、要望としては先ほども言いましたように週３、週５、週

６という形で充実していただきたいという要望を申し上げて、次に移らせていただきます。 

 もし、町が施策をするとして、経済的援助はどういうものがありますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 今泉こども課子育て支援係長。 

○こども課子育て支援係長（今泉雅己君） 

 質問のところにもありましたけれども、まずは今の貧困の状態というのを把握することが

先だろうというふうに考えております。 

 質問の最初の２つ目のほうにありましたとおり、武雄市のほうは貧困状態の調査のほうを

行っております。その状態を調査いたしまして、実際に平成29年度の当初予算で事業を行っ

ていくというふうに聞いております。どういった調査でどういった施策を打たれるのかとい

うのを十分に検討したところで、うちのほうについてもどういった対応ができるかというの

を検討させていただきたいというふうに思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 これは、こども課だけで今後も進めていかれるのですか。それとも、大げさですがプロジ

ェクトみたいな形を考えていらっしゃいますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 今も決してこども課だけではなくて、健康福祉課なんかも絡んできている話でございます。 

 先ほどの相談員もことしから始めた制度でございます、１人新たに雇ってですね。そうい

う意味では、前から雇っていた人を新たにまた雇ったんです。前からある制度は、また別の

人が今来ているということで、プラス１でことしからやっている制度なんですけれどもです

ね。そういう意味でいうと、これからもそこの部分は従事していかなければいけないけれど

も、さっきおっしゃったように、まさに人がどういう人がいるかというのが大事になってき

ますので、そこを考えていきたいというふうに思いますし、それから、町内も当然これから

子育てをやる上においては一番大事な部分になりますので、当然、課をまたがった形での、

プロジェクトというのか、何か連携してきちっとやれる体制はつくっていきたいというふう

に思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 
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○10番（大山勝代君） 

 今、貧困に陥っているところで、家庭で一番、喉から手が出るほど欲しいのは、現金給付

なんですよね。ですから、その辺も含めて少しここで論議をしようと思っていましたけれど

も、時間がありませんの、４つ目、最後に行きます。 

 給食の無料化について、つれない返事でした、「考えておりません」。本当に考えていら

っしゃらないのですか。その考えていない一番大きな理由は何ですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 学校給食の無償化はこれまでもお答えをさせていただきました。やはり基本的には、町と

しても御負担いただいている分は基本的に材料費だけの御負担をいただいております。基本

的に、食事に関する分ですので、その分の御負担はいただくという方針のもとに、現在のと

ころは無償化は考えていないというところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 まさにこの分野というのは教育学習課だけではなくて、こども課、健康福祉課、いろいろ

重なります。だから、考えていないというよりも優先順位が今一番最後に来ていると、簡単

に言えばですね。じゃ、何が優先順位が高いかというと、ここにも書いていますけれども、

高校生の医療費の話とか、それからワンストップの子どもたちの相談の窓口をつくるとかい

うのは先に、とにかくなるだけ早くやらなきゃいけないというそういうことを考えています。

だから、お金が無限にあればそれは何でもやりますけど、そういうわけにはいきませんので、

優先順位としてやっぱりどう考えても給食費は一番──今、給食費というのは材料費でござ

いますので、基本ですね──一番最後になるかなというふうに思っているのでちょっとつれ

なくしておりますが、決して未来永劫やらないと言っているわけではなくて、ほかのが全部

整っていって、町の財政もある程度計算ができるようになればというそういうことで、御理

解をいただければというふうに思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 
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○10番（大山勝代君） 

 優先順位が下位にあるからとおっしゃいましたけれども、それを、私としては上位に引き

上げてほしいということを言っておきます。 

 佐賀県20市町、全部ある程度私自身も調べましたけれども、市がかたいんですよね、佐賀

市、唐津市、あの辺がですね。それの回答は、必ず学校給食法の縛りが出てくるんですよ。

だけど、これを全国的に見たときに、もうこの縛りは外れているという認識をここで皆さん

持ってほしいと私自身思います。 

 これは、朝日新聞の貧困シリーズの中に出てきたものですけれども、当時の事務次官通達

で、自治体などが食材費などを負担することは禁じない旨を明記しているということを今の

担当者が言われた。だから、そこで無料化を阻止しているものだとすれば、それは取っ払っ

ていいというふうに私は思います。そして、全国的に福島県が今進んでいます、無料化が。

福島県の教育長が言われた言葉で、学校給食法上問題ないと明言されています。そういうと

ころで、これからの無償化について進めていただきたいと思いますが、全県的に、今どこま

で無償化が進んでいると把握されていますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 現在、完全な無償化というのは太良町と江北町というふうに考えています。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 部分的にはどうですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 部分的には、ちょっと今手元に資料がないんですけれども、第２子の半額、第３子の無償

化とか、そういった形で嬉野市であったとかみやき町であったりとか、そういったところが

実施をされているというふうには把握しております。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 部分的にしているということでいくと、私の調査では４つの市町があると思います。以前

に私は、全額補助をしたときと、それから部分的に何年だけとか、第何子とかでということ

をお願いしたときに、そこではっきり試算をお願いしますと言うたかどうかわからないので

すが、どの段階で幾らかかるという試算をされていますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 以前御質問があったときに試算をしたときに、全額補助をした場合、今手元にそのときの

試算を持っていませんので。全額補助の場合は六千数百万円かかるということで試算をいた

しました。ですので、例えば部分的な補助でいきますともう少し少ない額にはなってくると

いうふうな試算、何百万円単位の額だったというふうに記憶しておりますけれども、そうい

った試算はさせていただいております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 みやき町は、２年ほど前ぐらいから、割と細かく試算をした上で議会にも提案。そこでず

っと検討された結果、今落ち着いているのが、第３子以降が無料、１子、２子については半

額ということで実施をされていますよね。 

 基山町も、こういう段階的と最終的に全額との試算をされて、わかりやすく表みたいにし

て提示していただけませんか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 それは他の自治体の例を見ながらですね。少し時間をいただければ、新年度に入って新し

い人数が確定をして、第２子であったりとか第３子というのをきちっと把握できれば、それ

に対して給食費を掛ければ額としては出すことができますので、それはつくることは可能で

ございます。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 ぜひそれをなるべく早く、そして、議会の前に私にという──済みません、だめです。

（発言する者あり）はい、だめです。ということでお願いします。 

 全国的に、今どういう形で無償化が進んでいるのか、把握されていますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 新聞記事等で出る分についての把握をしております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 大まかに、1,741自治体で何割がというところまで見て、把握されていますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 そこまでの把握はいたしておりません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 新聞赤旗の調査です。全額補助が55自治体、一部補助が362自治体。これを1,741で割れば

23.95％です。これは、以前からではなくて2011年から昨年にかけて急激に数がふえたもの

です。これを、町長はどう見られますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 繰り返し申し上げますが、決して検討していないわけではなく、さっき言われた数字、手

元にないだけで全部出しておりますし、それから、中の話をさせていただければ、やるとき
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にはやっぱり保育園なんかと同じような３人のどうこうからスタートするんだろうねみたい

な議論もちゃんとやっています。ただ、繰り返し言いますが、その前にやらなきゃいけない

ことがあるので、まずそっちから手をつけようかなと今思っているだけなので、それをやめ

てこっちを先にしてくれという合意が、逆に言えば町民のみんなの合意だということになれ

ば、その順番は変えられますよね。ただそのかわり、ほかのを遅らせるということになりま

すのでですね。だから、やるべきことが──きのうも品川議員の質問の中で、３年以内につ

くるみたいなお約束までしておりますので、使わなきゃいけない予算は本当にございますの

で、そこは特にこういう１回で済むものとずっと続くものはやっぱり考えなければいけない

ので、慎重に考えているところであります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 基山の町民は奥ゆかしくて、なじまないと思っているのかどうか知りませんけれども、な

かなかそういう声が上がらないのかなと思います。 

 そこで、今の町長の話で思い出したのが、上峰町です。町民の希望は割と強いのに、ああ

いう形で断念されているというのを、本当に私も残念でなりません。憲法第26条で、「義務

教育は、これを無償とする。」とうたっています。教育費を払えずに肩身の狭い思いをして

いるとか生活費を切り詰めて教育費に捻出しているとか、そういう家庭がたくさんあります。

自治体の施策で無償化が広がっている。これは、基山も乗ってほしいということです。日本

で学ぶ全ての子どもたちが安心して学校給食を楽しく食べて、それが国の政策として無償化

になるということが一番私は望ましいのですが、それができないので、基山町にこういう支

援をお願いしているわけです。 

 最後になりました。高校生の通院について、割と見通しのある答えでした。できれば、補

正予算でも組んでいただいて、平成29年度にしていただければ、子育てガイドブックにもそ

れが載るわけですよね。そしたら、インパクトが強いと思いますので、ぜひ早急にしていた

だきたいというふうに思います。 

 最後です。何回も私は言いますけれども、国の予算の組み方について憤慨をしています。

ですが、それを言うても何もなりませんが、子どもの貧困の対策法ができたのに、大綱もあ

るのに、数値目標がない。それは待てないので、町で数値目標を出していただいて、今後子
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どもの貧困、本気になって対策を立ててほしいと思って終わります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 以上で大山勝代議員の一般質問を終わります。 

 ここで10時50分まで休憩します。 

～午前10時41分 休憩～ 

～午前10時50分 再開～ 

○議長（鳥飼勝美君） 

 休憩中の会議を再開し、次に牧薗綾子議員の一般質問を行います。牧薗綾子議員。 

○６番（牧薗綾子君）（登壇） 

 ６番議員の牧薗綾子です。本日の傍聴まことにありがとうございます。最後の質問者とな

りましたので、ほかの議員と重複する質問もあるやに思いますが、割愛すると質問の意図す

るところがわかりにくくなると判断しましたので、そのまま質問をさせていただきます。 

 昨年の12月議会で、議案審議の中で多くの質問がされ、農業委員11名については地区を指

定することはない。また、青年層の意見も聞いていく、そういう方向であるとの説明もあり

ました。ことしに入り、１月30日、31日、２月１日と基山町農業の活性化に関する意見交換

会が実施され、農業に携わっていない住民への参加の呼びかけもありました。どう基山町の

農業を進めていこうとしているのか。今回は、耕種農業を対象に大まかな今後の流れがわか

るように説明をお願いいたします。 

 １、基山町の農業の今後について。 

 (1)農業委員会等の法律改正に伴い、委員定数、委員構成、選出方法など改正となってい

るが、進めていこうとしている基山町の農業の形を具体的に説明をお願いします。 

 (2)農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数条例の制定で、推進委員が行う

役割の仕事により、どういう変化を求めているのでしょうか。 

 (3)産学官連携で新しい農業の取り組みをしている市町がふえてきていますが、基山町で

農業分野でのそのような取り組みを何か行っていますでしょうか。 

 次に、12月議会で品川議員もきれいなデザイントイレで町おこしをという質問をされまし

た。 

 今回、私は目線を日々の家事を担って町に出かけることが多い主婦の立場からに変え、そ

の行動パターンをベースにして質問をしたいと思います。 
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 ２、トイレ整備で街の活性化につなげよう。 

 (1)公園等の公共施設に設置されているトイレで、維持のための管理内容と、かかる費用

は１カ所当たり、概算どのくらい現在かかっているのでしょうか。 

 (2)バリアフリーのトイレを設置し、日々の買い物等で町を回遊する人をふやしている市

町がありますが、そういう取り組みの検討はしたのでしょうか。 

 (3)中心市街地活性化計画に、策定の中で地域住民、商工会の意見交換を行い反映させて

いくと説明を受けていますが、こうした取り組みについての考え、方向性も含めて進めてい

るのでしょうか。 

 これで１回目の質問を終わります。御答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 

 牧薗綾子議員の御質問に回答させていただきます。 

 １、基山町の農業の今後についてということで、(1)農業委員会等の法律改正に伴い、委

員定数、委員構成、選出方法など改正となっているが、進めていこうとしている基山町の農

業の形を具体的に説明をということでございますが、農業委員会等に関する法律の改正は、

増大している耕作放棄地面積や農家の高齢化・後継者問題から来る農地の利用集積、土地利

用率の低下等を背景に行われ、農業委員会の役割としての農地利用の最適化が明確化されま

した。 

 基山町の農業振興については、観光と連携した農業振興を考えており、今年度誘致しまし

たミキファームのライチやＮＪアグリサポートのトマトなどは観光客を呼び込むには有力な

農産物になりますし、農産物加工場やジビエ食肉処理施設の活用によって、新たな基山の特

産品の開発を進めていきたいと考えております。 

 また、市民農園であります基山クラインガルテン事業は、福岡都市圏などの市民が利用者

になれば、農産物の栽培を通じ定期的に基山町へお越しいただく仕掛けになると考えており

ます。 

 (2)農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数条例の制定で、推進委員が行う

役割の仕事により、どのような変化を求めているのかという御質問でございますが、農地等

の利用の最適化の推進が法律に明確に位置づけられたことにより、農業委員に成果が求めら
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れることになりました。 

 また、農業委員は公選制から町長が議会の同意を得て任命する制度へ、農地利用最適化推

進委員は、農業委員が委嘱する制度になったことから、より政策課題を解決するために活動

していただく仕組みになりました。 

 しかし、一方で、従来からの農地法に基づく農地の売買・貸借の許可、農地転用案件への

意見具申など、農地に関する事務を執行する行政委員会としては変わりがないことから、具

体的な活動の中で、従来からの業務と今後求められる業務をいかに調和させていくかが課題

と考えております。 

 (3)産学官連携で新しい農業の取り組みをしている市町がふえてきているが、基山町で農

業分野でのそのような取り組みを何か行っているかという御質問ですが、基山町が直接的に

大学等と連携協定等を締結して進めているものはございませんが、竹チップ事業では、昨年

度、九州大学に栽培野菜の機能分析業務を委託しています。発酵事業では、昨年度、西九州

大学で食品開発と評価を、本年度、東京農大から草木からの効率的な酵母分離方法等のアド

バイスを受けています。 

 また、エミュー事業では東京農大と連携しており、今後導入を検討しているキクイモにつ

いては、佐賀大学との連携を念頭に進めています。 

 さらには、大学を初め支援機関等の方々が基山町へ来られた際には、町内事業者を紹介し

て事業へのアドバイスをいただいているところでございます。 

 ２、トイレ整備で町の活性化につなげようということなんですが、(1)公園等の公共施設

に設置されているトイレで、維持のための管理内容と、かかる費用は１カ所当たり、概算ど

れぐらい現在かかっているのかということでございますが、トイレの維持管理については、

全体から見て清掃費が占める割合が大きくトイレの広さで異なりますが、総合体育館西側の

駐車場内にありますトイレでは、概算で１年間で30万円が１カ所当たりの費用となっていま

す。内容としては、清掃費、それから電気代、上下水道代というふうな形になっております。 

 (2)バリアフリーのトイレを設置し、日々の買い物等で町を回遊する人をふやしている市

町があるが、そういった取り組みは検討したのかということなんですが、町の中心部に日々

の買い物などで回遊する人々をふやすことは重要と考えており、その１つの方策としてバリ

アフリートイレの設置の必要性について、他の自治体の取り組みも参考にしながら今後研究

してまいりたいというふうに考えております。 
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 (3)中心市街地活性化計画に、策定の中で地域住民、商工会の意見交換を行い反映させて

いくという説明を受けているが、こうした取り組みについての考え、方向性も含めて進めて

いるのかということでございますが、これは中活の中でトイレをどう考えるかというふうな

質問と理解いたしまして、中心市街地活性化基本計画を作成していく中では、特に地域住民

等の参加、協力を得て地域ぐるみでの取り組みを行うことが重要となっております。駅前周

辺のトイレ整備についても、地域住民、商工会と十分に意見交換して進めてまいりたいとい

うふうに考えております。 

 以上で１回目の回答を終わらせていただきます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 たくさん聞こうと思いましたので、かなりせっかちに質問を進めておりますが、よろしく

お願いいたします。 

 では、２回目以降の質問をさせていただきます。 

 私も個人として、３年ほど前に農業従事者の方にとられたアンケート内容をもとに質問を

一度しました。そのアンケート内容の中で、後継者問題への不安、ほかの人に土地を貸して

しまうことへのためらい、それから高齢になって農作業をきつくは感じているんだが、でき

れば現状のまま農業を進めたいんだと、そういう姿が見えました。 

 今回の１月にいただいた農業活性化協議会のアンケートの数字でも、10年後がわからない

ということであろうかと思いますが、農機具の更新予定がないと９割の方が回答されており

ます。数年前と比べてですが、この農家の問題、課題に、アンケートをとられたところの数

字の面で変化というのは起きているんでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 まず、３年前のアンケートの内容と今回のアンケートの内容は根本的に違いますので、直

ちに変化という部分ではお答えにくいところですけれども、逆に当然考えられる変化として

は、それぞれ３年なり、年はとっておられますので、このときに農業者の方の今平均的な従

事されている年齢、中心的なところはほぼ65歳以上になってきていると思います。そういう
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方が、例えば、70歳とか75歳を過ぎる、こういうタイミング、ここの３年というのは非常に

大きいものがありますので、そういう中で、意識の変化が起きているというのは十分考えら

れるのではないかと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 アンケート内容が全く同じではないので当然そうであろうと思いますが、３年というのは

本当に、３年と聞くと短いようですが、こういう内容の問題に関しての３年というのは結構

やっぱり違いがあるんですね。 

 それで、今回の改正ということでいろいろ見まして、１の質問でしたんですが、農業委員

会の役割としての農地の最適化が明確化されましたと回答いただきました。この農業委員会

の委員の活動、これは今までと何か大きく変わるということでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 まず、大きくは変わらないと言ったほうがいいかと思います。それで、基山町の農業委員

会につきましても、今までも農地の利用調整であったり、耕作放棄地対策、改善等に向けて

御努力していただいておりますので、ただ、今回の法律改正で言うところの明確化というも

のは、そこが法律上明確に明記されたという点と、活動の実績であったり成果の実績という

部分が織り込まれてきたという部分では、そういう制度的なところの変化があるということ

だと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 私もよくわからなかったので、農林水産省のホームページを見て、「新たな農業委員会制

度が始まります！」というタイトルのもとに、この変更になった内容の説明を読みました。

今御回答いただいた、ほぼというか、同じ内容の文言の後に「最適化を積極的に推進してい

くことが何よりも重要です」と、こういうふうに明記をされておりました。ということで、

私としては、農業従事者でなくても、それに即した前向きな意見、または企画、それには耳
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を傾けるよと、そういう内容だと私は解釈をしましたが、これは間違っていますでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 今回、農業委員会制度の改正の中で、細かくは覚えておりませんので申しわけないんです

が、例えば、産業サイドから企業の誘致、工場立地であったり、そういうところの御議論も

あったと聞いております。その中では、俗に言う農地法といいますのは岩盤法と言いまして、

非常に規制がきつい、そういう法律でございますので、地域において、その産業政策、その

中で企業誘致等を進めようとする場合において、そういうところがネックになっているとい

う議論もあると。そういう意味で、その最適化という言葉の中に、ここはそういうものも含

んでいるというふうに理解しています。ただし、農業委員会については、あくまでも農地を

守る側の委員会でございますので、そういう中で、どのように運営していくかというときに、

やはりそういう意見も取り込んで議論をすべきという要請があっていると。そこの形が１つ

農業委員会の中に利害関係を有しない者を入れなさいということがそういう形になっている

ところだと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 では、口を出してもオッケーという感じで捉えてよろしいんでしょうか。 

 私は依然として、全く農業経験というのは、テレビで作業を見たり本を読んだりして知る

という段階ですので、あっ、この土地今空いているなと思っても、それが耕作放棄地である

のか、また使える土地なんだけど、十分に活用していなくて今そういう状態なのか、そうい

う農地であるのかというような判断は、正直全くできません。 

 この活用できる農地の規模、場所、基山町で今は使われていないけれども、そういう場所

も土地もあるんだよという、この把握ですね、これはどの程度までされているんでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 まずはその数字的なところじゃなくて、抽象的なところで申しわけないんですけれども、
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耕地の中には田畑、樹園地等ありますので、その面積については農地台帳の中で十分管理を

しております。それをもとに、農業委員会のほうでは農地利用状況調査というのを毎年やっ

ておりますし、耕作放棄地となっているものについては農家の意向調査という形で今後どう

いたしますかというような形で毎年その意見を聞いているところでございます。 

 ただ、ここの２年間の中で、やはり農業政策の中で、俗に言う守るべき農地の明確化とい

うことが農業委員会サイドで言われているのは、もう既に農地として使われない、農地に復

旧しないような農地まで農地台帳の中に含まれているというところは、ある意味言葉は違う

かもしれませんけど、贅肉をそこに持っているようなものでございますので、そういうもの

を切り離して農業政策を推進したいと考えて、ここ２年努めてきたところです。そういうと

ころはもう山林化していたりしますので、非農地という形で、今回非農地通知を発出させて

いただきました。約13ヘクタール今回農地から除外したいと考えておりまして、今農家の方

の意向を、最終的な意向を聞いているところでございます。それを取りまとめた段階で役場

として法務局に持ち込みまして、13ヘクタール近くを除外していくと。そういう取り組みを

しながら、実際その耕作をされている農地と今後されていない、有効活用ができていない農

地を仕分けしていく作業が今後出てくると思っております。 

 その前提で、今どれぐらいあるかということでございますけれども、やはりその農地は狭

地も含めて非常にございますので、見た目上は使えている農地というところがあると思いま

す。ただ、狭いところをずっと集めていけば、それなりの面積になっていくという、その合

計した面積ではそれなりの一定量がありますけれども、実際活用しようとしたときに使える

農地かという部分はございますので、そこら辺の少し差があるかもしれません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 それをお尋ねしたのは、そういうふうに判断ができないから、空いている土地があるのに、

例えば、貸し農園なんかでも借りようと思うけどなかなか借りられないという状況がちょっ

としばらく続いたものですから、どういうふうに、いや、何もつくられていないんだけどっ

て、この土地をどう判断するかというのが私たちもわからないもので、聞いたときにいや、

そこは大丈夫ですよ、あるんだけどこういう形で使われていないから使えますよというふう

な判断ができるかということでお尋ねをしたんですが、私の身近でも貸し農園という形で農
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作物をつくられている方もいらっしゃいます。ですが、先ほど言いましたように農業経験、

そういうものがない私のような者にでも、例えば、先生、もしくは講師という形で、こうい

うものが必要ですというのを１からそろえるもの、それから作業スケジュール、年間こうい

う形でこの時期にはこうしてというふうなものも組んでいただいて、本当に説明を受けなが

ら、これ何ですか、あっ、これはこうするものですよというふうな、そういう説明を受けな

がらであればチャレンジをしてみたいという者もおります。ただ、これは有料で、農業に関

しては本当に高い経験値を持つ従事者の方に教えていただくので、その先生として、名称が

正しいかどうかわかりませんが、チャレンジ農園のような形で農業体験の企画の実現という

のは難しいんでしょうか。既に検討したけどこういうことで、ちょっと今現在していないし、

難しいんだよということであればその結果、これを教えてください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 まずは最初に整理をさせていただきたいんですけれども、私どもが産業振興課ということ

で、なりわいとしての農業を担当しているところでございます。 

 そういう中で、今、議員おっしゃった市民農園というのは、ここは余暇の増進のために市

民が御活用いただいているところでございますので、なりわいとしての農業ではないと思っ

ております。 

 そういう意味で、産業施策上の農業と区別させていただいて御説明いたしますが、今回、

産業振興課のほうで市民農園、クラインガルテン事業を御提案しているのは、あくまでも農

地の利活用ということと、きのうも答弁いたしましたけれども、農家の所得の向上という形

で農業サイドに御提案しているところでございます。それを前提に議員の御質問にお答えす

るとすれば、やはり有効活用していただくその者が、例えば、農家以外の方でも御協力いた

だけるのであれば、それは非常にありがたいということになるかと思いますし、町長のほう

も答えておりますように、例えば、福岡都市圏の市民の方がその利用者になっていただけれ

ば、農作物の栽培を通じて交流人口の増加につながりますので、ここは農業サイドというよ

りも観光行政を含めまして、非常に有益な手段にはなっていくと思っております。 

 それと、今回農業サイドでいろんな御説明をするときに、農家の方の１つの寂しさとして

後継者がいないというところでは、農業を教える人がいないわけですね。そういうときに、
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農業をする人だけではなくて、やっぱり市民の方にも若い方に農業を教えるということは非

常に興味を持っておられますので、そういう意味では、例えば、ＳＧＫさんが今回取り組ん

でいただきますけれども、農業者の方に講師としてお越しいただいていろいろ教えてくれま

せんかというふうなお呼びかけしていただければ非常にありがたい話だと思っています。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 ＳＧＫのほうの取り組みも登録しておりますので、ある程度把握はしておりますが、そこ

までをできるかなと、これはクエスチョンで、それ以上のことはお尋ねもしませんし、発言

もしませんが、ただ、私が今言いましたようなやり方ならチャレンジしてみたいという声が

実際にありました。その教えてくださる方も、なりわいとしていない分、ただではないけど

ボランティア的要素も大きいと思うんですね。これぐらいの収入になりますというほどのも

のになるかどうかもわからないし。 

 ただ、先ほどの一番最初言いました課題としては、最後まで農作業をやりたいと、そうい

うもので毎日を生き生きと暮らしたいと、そういうふうに考えていらっしゃる方もありまし

たので、こういうこともそういう方とのマッチングでどうだろうかという１つの考えとして

お話をしました。そういうふうな農業従事者でない者が考える考え方というのは少し、いや、

それはねと言われる考えも多いのかもしれませんが、毎月行われる農業委員会の定例会で、

そういう１月に出た、意見交換会でもいろんな意見が出たと思うんですけど、そういうもの

も含めて議題として、こんなふうなことが上がりましたけどとして議論されるのか、いや、

こんな意見が出ましたよという報告だけで終わるのか、そのあたりを教えてください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 まず、ちょっと誤解があればいけないと思いますのであれですけれども、市民農園で利用

される方の農作物の栽培によって所得の向上というか、そこで収益を得るというのは基本的

に認めておりませんので、ここは先ほど言いましたように農地というのは農業者の所得確保

の手段としての農地でございますので、そこを特定の貸付法によって、市民に対して余暇の

増進として提供している場でございます。この中で、例えば、市民農園でつくった農産物が
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全く売れないかというとそうではございませんで、農林水産省のほうから市民農園を開設す

る場合の留意事項だったと思いますけれども、出ておりまして、例えば、思った以上に農産

物がとれたと、そうしたときに市民農園の中で、そこを利用される者に販売をして一定の収

入を得るというところまでは規制はいたしませんというようなところが大体の仕組みだと思

いますので、例えば、あおぞらであったりパーキングであったり、直接的に農産物として持

ち込んで成果をつけて販売されるということは法律上認められないところでございます。そ

の前提でよろしくお願いしたいと思っています。 

 それで、農業委員会の中でそういうものが議論されたかということでございますが、例え

ば、市民農園として、逆に農業に参入したいという要望は常日ごろあったわけでございます

ので、ことしの農業委員会の中で別段面積を５反から３反、50アールから30アールに下げた

というのがそういうところでございます。これは農業に参入する場合には、最初に権利取得

として、権利取得する面積が今までは基山町は50アールでございました。ここを30アールま

で下げております。議論の中では10アールぐらいまで下げてはどうかという議論も同時にあ

ったところでございますけれども、ここは周辺の平均耕作面積等々の関係で、今現在は30ア

ールまでしているところでございます。同時に、例えば、定住促進策との絡みで言いますと、

古民家であったり農業集落内にある空き家ですね、それを取得するときに附属している農地

について同時に取得できないかというようなところもございますので、そこは佐賀市が１平

米以上の面積の取得については別段面積の議論と一緒に入れておりますので、そういう議論

はしているところでございます。 

 ただ、先ほど農業委員会の制度としては、農地法に基づく権利の承認等がメーンでござい

ますので、主たる議論としてそこは行っていないというところです。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 ということは、農業従事者じゃなくても意見交換会には出て意見を聞かせてくださいとい

う流れで聞きましたけど、私の意見として考えましたということは別にしても、意見交換会

では農業従事者の方の意見も出ましたよね。私もそこに一回行っていますから。ということ

は、そういういわゆる農業従事者でない者の素人の考えは別個としても、農業従事者の方が

出した意見も、今の説明でいくと農地法にかかわったことは農業委員会で話すけど、そうい
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うことじゃないことは話さないという、議題には上がらないんだよという理解でよろしいん

でしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 そういうことを申し上げているんではなくて、毎月開催しております定例会の議題として

は、そこが主たる議論の中ではありませんと。それで、農業委員会の進行につきましては、

その農業委員会にかける案件をまずやりまして、その議事が終了した段階で、その他として

いろんな議論はされております。それと、農業委員会は県の農業会議等からの指示を受けま

して──指示といいますか、年に１回なり複数回農家等々の意見交換をするということが指

示されておりますので、この前は農業活性化協議会と合同でやりましたけれども、一般の農

業者の方と意見交換を常にされていると。それと、常日ごろ農業委員につきましては、ほぼ

ほぼ農家の方でございますので、農作業等々を通じていろんな御意見等を聞かれていますし、

そういうような議論を持ち込んで農業委員会の議論はされているということでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 農業委員会の詳しい内容をお尋ねはしておりませんので、こういうふうに意見を聞かせて

くれって、３日間にいろんな例えば、意見が出たであろうから、それは議題として上げられ

ますか、上げられないなら報告として上がりますかという、この両方、どちらかかというこ

とをお尋ねしているので、一応内容は議題として決まっているから、じゃ、そういう意見を

皆さんに求めて出したけど、報告にも上がらないということでよろしいわけですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 大変失礼しました。これにつきましては先ほど申したとおり、農業会議からの指示等によ

って行っておりますので、昨日だったかと思いますけれども、意見につきましては全て集約

をして、県の農業委員会のほうへ報告をしております。その前段においては、３月の農業委

員会の中で、そこの内容については確認をされて、それをもとに報告をしているところでご
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ざいます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 せめて議題には上がらなくても、こういう意見が出ていますよと、皆さんに声をかけたら

町内ではこうでしたよということぐらいは伝えていただかないと、何なんだと今一瞬思いま

したのでちょっとむきになりましたけど、それでは、農林水産省のホームページで先ほど読

みましたって言ったんですが、この改正後にここに明記をされているんですが、農業委員と

しての仕事の位置づけが、従前の任意事務から必須事務になったという、その位置づけが変

更になったということが書かれているんですけど、それによる縛りのようなものが発生する

んでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 法律なりそういうところに求められているものを、今回７月に新農業委員会に移行します

けれども、その中でどのように具現化していくかというのがまさに課題でございまして、そ

れで、先ほどありましたように、今言いましたように、従前もそういうような取り組みはし

てきているところです。その中に、今回農地利用最適化推進委員が入ってまいります。基山

が非常に難しいのは、ほかの地域で耕地面積が多いところについては、農地利用最適化推進

委員の数が多いところが大半なんですね。その中において、基山は最適化推進委員が３名と

いう形で、そこをどう調整していくか。でも逆に言えば、農地利用最適化推進委員が行う事

業について、農業委員のほうが協力をしなければ回らないだろうと思います。そういうとこ

ろをいかに調整なり調和させていくかというのが課題というふうに今考えているところです。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 済みません、質問とちょっと違うお答えいただいているように思いますので、私は単純に

任意事務から必須ということで、このようにホームページで明記をされているので、必須と

いうことは必ずしてくれという意味ですよね、間違っていないですよね。だからそれによっ
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て受けられた委員の方に、条件的にこれはしてもらわなきゃいけないというものが発生する

かという単純なお尋ねなんですけど。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 それで、先ほどお答えしたのが、今までもそこは取り組まれているところを法律上の執行

の中でどのように運営していくかというのが課題ですと。逆に、活動実績払い等については、

ここの部分については必須ですよという部分が役場側から、例えば、事務局の運営の中でそ

こは明記させていただくというのは出てくると思います。そこは活動実績払いを支払うにお

いて必須の活動として示させていただくところでございますので、そういうことではないか

と思っています。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 次に、２番目の質問でしたところにかかってきますが、農業委員の方の今おっしゃったよ

うに、活動成果に応じた報酬のところで、活動日誌で判断し活動実績払いとするという説明

を受けました。成果実績については、農地集積及び荒廃農地解消の目標達成度に応じ、何％

を改善したかによるので金額は流動であるという、この説明は12月議会のときの説明であり

ました。ということは、荒廃農地解消につながる農地利用の形というのは、厳密には決めず

にやりますよということなのか、この質問の中では、農地に関する事務を執行する行政委員

会として変わりがないので、今課長がおっしゃったようにいかに調和させていくかが課題で

あるというふうな回答ですので、このあたり具体的にどういう活動ならこの調和がとれて、

しかも評価という形につながるのか、これがちょっとわからないのでもう少し説明ください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 活動実績払いについては２つございまして、農地の利用集積と、それともう一つが耕作放

棄地の改善、この２つが評価軸になっています。 

 それで、農地の利用集積については昨日もお答えしましたけれども、今現在、基山町は約
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80％です。国が求める基準は90％の集積を担い手のほうへ集積するということになっていま

す。この10％を引き上げることを５カ年間で単純に割りまして、毎年２％ずつ引き上げてい

くというのが単年度の目標になっていくと、ざっくりしたところはそういうふうにお考えい

ただいて結構かと思います。 

 それで、今は率で言いましたけれども、今度は面積のところでそういうものがどういうふ

うに計算されるということですね。そこの分母となるのは、今308ヘクタールの中で約８割

を集積しておりますので、あとこの10％の面積ですね、その部分を引き上げていくというこ

とになります。 

 もう一つは、耕作放棄地の改善目標ですけれども、ここは国が求めるのは１％ということ

になっています。今現在308ヘクタールに対しまして、基山町の耕作放棄地は、今までの説

明よりも増えますが20ヘクタールです。 

 今回、先ほど申しましたように、非農地通知の発出によりまして、ここを７ヘクタールに

したいということで、ある意味、この非農地通知の発出は農業委員会の成果実績払いの分母

とするためにここに取り組んできているところです。それで、この７ヘクタールが分母とす

る耕地面積からして１％まで近づけるために取り組んでいくところなんですけれども、１つ

御理解いただきたいのは、年々耕作者の方は年をとっていかれますし、農産物価格等低迷し

ている中では、やはり耕作放棄地になろうとしている、そういうふうな傾向のほうがまだま

だ上回っているわけですね。ここのパーセントを維持するだけでも相当な努力をしなければ

ならないわけです。そこを転じて耕作放棄地の率を下げていくというのは相当な努力をしな

いといけませんので、一概に成果が出なかったからといって農業委員会の方が活動をしなか

ったということではございませんので、その点はよろしくお願いしたいと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 ちょっといただく答えが私のイメージとちょっと違うんですが、時間もありませんので、

またそれは後日お尋ねをすることがあるかもしれません。 

 そういうふうに耕作放棄地がふえている。基山町でも20ヘクタールということでしたが、

であるならば、３の質問をしました産官学の連携ですね、こういうものを進めていったらど

うかということでお尋ねをしましたが、直接的に進めているものはないと、全くしていない
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ということではないけど、直接的に進めているものはないという回答をいただきました。 

 私が偶然見ていたテレビの中で、九州大学のちょっと田舎になるから、伊都キャンパスと

いうところだからできたということもあるかもしれませんが、学生の方が在学中に地元の方

と一緒になって糸島ジビエ研究所というものに参加しています。そして学内にあらわれるイ

ノシシを、これは何とかせんといかんということで、この研究会の中の10人のメンバーが狩

猟資格も取って捕獲をしています。そして、それをさばいて、関西での販売ルートもつくる

まで動いております。産官学の連携としてはうまくいっているという例だろうと思いますが、

基山町も農業分野で、今までこんなものはつくっていなかったけど、これなら購買側のほう

にアピールして、ああ、すぐ欲しいと言われるもの、そういうものをつくってはどうだろう

か。あるいはキクイモについては導入を検討されているという答えをいただいていますが、

このいつも進めてあるブランド化、これはもう基山町のここ、この近辺じゃなきゃつくれな

いよねというふうなところまでのブランド化を意識した品種改良、こういうものに力を入れ

ていただきたいなということで、大学のどの学部がいいかというのはそこまでちょっとまだ

調べておりませんが、それとか民間でも業種を変えて力を入れてあるところもありますので、

そういうノウハウを生かした連携、これを直接的に、もういろんなところとじゃなくて、こ

れという形で進めていただきたいと思うんですが、それについてのお考えはどうでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 先ほど町長の答弁で、直接的に来客等との連携協定等を結んでいるものはないとお答えし

ただけで、いろんな事業では大学と連携しているというふうな捉え方でいいのかなと思いま

す。そのときの契約の方法であったり、連携のやり方が、例えば、委託であったり、そうい

うことになっているところでございますし、ここに上げた事業については、全く竹であれば

かいろう基山さんにありますけれども、役場がかかわっていないということではありません

ので、ある意味きちんと大学等と連携をしているということです。 

 それと、今質問の中にありましたけれども、品種改良とかいうお話ですが、品種改良等に

ついては、これは非常に難しい問題でございますので、試験場等が数十年かかってやるよう

なお話でございます。そういう意味では、品種の導入という形であれば、適地適作の中で基

山に合うものはないかというようなところはやっぱり、そこは農協等を含めまして考えてい
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けるところではないかと思います。 

 ただ、一方でライチであったり、そういうものはよそにないものを今回持ってきておりま

すので、例えば、先ほどのジビエであるかもしれませんですけれども、ライチ等を通じてい

ろんな関係が大学等々結ばれていくかもしれませんので、そういうものは期待したいと思っ

ています。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 何もしていないという回答をいただいて、そんなふうには思っていませんが、直接的にと

言うと、ある程度継続してこれに力を入れていくんだというふうにやっているんだと私は捉

えたものですから、それでいくと少し物足りないなということでお尋ねをしました。この耕

作放棄地では、いわゆるＡＩ、人工知能を活用して、それを本業にした企業も出ているほど

活用範囲は広がっていますけれども、今度は農学部ではなくて工学部の学生も巻き込んで、

この農作業の軽減を図る仕組み、あるいはまた今使っている工具の改良、こういうことの取

り組みも、基山町農業のブランディングにこういうものも取り組んで、ここでそういうふう

な実験も含めてやっていますよということに、こういうブランディングに一役買うんじゃな

いかなと、これは単純な考えですから、これについてはどうでしょう、現状から含めてどう

いうふうに思われますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 あくまでも私見ということでよろしいですか。今、ＡＩとかそういう部分おっしゃいまし

た。確かにいろんなところでそういう取り組みが注目されているというのは十分承知してお

ります。ただし、そのなりわいとしての農業のところであったり、基山みたいなにその小規

模の経営耕地面積にあるようなところの地域において、それはどのように成り立つのかとい

うのは多少疑問でございますし、一方で、そういう技術を持って農業に参入したところも、

潰れているところも多うございますのでですね。 

 農業を見るときに、じゃ、今の農家の方が全く技術屋ではないのかというとそうではござ

いませんので、長年にわたって、例えば、米をつくるにしても50回つくれればいいほうだと
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思うんですよね。そういう中で、毎年気象条件が違うときにほぼほぼ同じぐらいの収量を上

げていくというのは、これは相当な技術です。ここをＡＩ等に置きかわるものかというと、

やっぱり難しいという側面もあります。ただ、一方的にそこを否定しているのではなくて、

例えば、あぜ草刈りであったり、そういうものを自動走行の中でできるようになれば非常に

そこは改善していくと思いますので、そういうようなところはやっぱり実証実験段階ではあ

るかと思いますけれども、どこか開発してくれんかなと、そういうところが非常に重要かな

とは思っています。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 ということは、基山町では無理だよという、簡単に言えばということですね。やはりこれ

も若い方、学生さんのえーっ、こんな発想からこんなものができるというところから、それ

が農業に生かせたというところを知ったものですから、ああ、そういう形でいくとこういう

軽減にもつながるんだなということでお尋ねをしましたので、どうしてやらないんですかと

いう質問ではありませんので誤解のないように。 

 こういういろんな問題がありますので、これをしたら解決ということにはならないのはわ

かっております。農業の問題はいろいろありますから。 

 ただ、少し関心を高めていただいて、このハードルを下げて、例えば、先ほどの市民農園

にちょっとそこの分野でと言われるかもしれませんが、この農作業に参加して収穫の喜びを

味わうというふうな子育て中のお父さん、お母さん、あるいは保育園、幼稚園、それから当

然御存じでしょうけど、精神医療の分野では高齢者の方に軽い農作業というのは本当に精神

的な安定を生むというデータも出ておりますので、その農作業する人というのを固定化しな

いで、こんないろんな枠組みの中でこういうふうにできるんじゃないか、つまり農作業体験

企画、もうハードルを下げて、これなら皆さんで空いている土地にちょっと貸してください

ということがなくても、使えてこういうことができるんじゃないかということを提案してほ

しいなと思っておりますが、この点、来年からどうこうじゃないけど、どういうふうな問題

が逆にありますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 
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○産業振興課長（土田竜一君） 

 その問題にお答えする前に、先ほどのやつで１点補足させていただきたいんですが、私が

こちらに来たときに、商工会の工業部門の方、若手の方がいらっしゃるんですけれども、そ

の方といろいろ、そういうグループとお話ししているときに、水田に農薬を散布するという

のが今いろんな機械をやられているんですけれども、何と言うんですかね、ホバークラフト

の小型版をつくって、そういうものを技術開発してくれんかというような話をしているのは

ございます。そういうときに素材であったり、その操縦の方法であったりいろんなところを

組み合わせていくというのは、逆にその町内の事業者がそれを商品化していくと非常におも

しろいものになっていくんじゃないかというお話はしたんですけれども、ただ、それ自体が

進んでいるかというとそうではございませんので、いろんな可能性を持ってお話はしている

ところです。そこがまさに産業振興協議会なんですよね、農業と工業部門が結びついていろ

んなお話ができている機会になっています。 

 それと、今の御質問にあえてお答えすると、実は一昨日だったかと思いますけれども、農

福連携協議会だったと思いますけれども、それが全国的なところが立ち上がりました。ここ

は農業と福祉を結びつけていく協議会でございますので、これあたりは、やはり先ほど市民

農園制度も含めながら農作業をいかにやっていくかという部分で、ある意味では農業サイド

がそういう方を雇用するというふうなところにつながっていく部分ではございますが、その

記事を読みながら非常に関心は持ったところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 牧薗議員のストレスがだんだんたまっているような感じがするので、禅問答みたいな感じ

になっていますけど、基山で考えられる産学連携、実際やることを前提に言えば、例示して

いますけど、キクイモは農業面と医業面と両方からやれるというふうに思っています。キク

イモの成分、少しでもいい成分にして、それが本当に健康にいいかどうかというのを町民さ

んたちも参加していただいて、佐賀大の医学部あたりと連携して本当に体がよくなっていっ

ているかという、そういうまさに地域と一体となった産学連携、要するに役場と大学が組ん

でも何も意味がない、地域の方々と大学が組むという、そういう仕組みを考えていかなきゃ

いけないのが１点と、あとは学生、今もそうですけど、例えば、慶応大学が来ているなんか
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もそれに近いんですが、やっぱりこれから観光農園とか、それから市民農園をやっていく場

合、そういう観光的な視点みたいなものは重要になってくると思うので、若い学生さんたち

のそういうおもてなしの視点みたいなものを基山に入れ込んでいって、基山をより福岡とか

東京に売るような、そういう形のことは現実にもできるんじゃないかなというふうに思って

いるところであります。あとはスポーツですね、これから国体に向けて基山はスポーツに力

を入れていきますので、スポーツもこれから産学連携のテーマとしてはいいテーマになる、

しかも農業も絡めたところで言うとですね。 

 農業絡みで言うと、今の３つぐらいがあって、それ以外にも産学連携は別に農業に絡んだ

ものだけではないので、可能性はたくさんあると思いますので、むしろいろいろな御提案を

していただければいいなというふうに思うところであります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 一番最後に町長に聞こうと思っていたことの半分ぐらい今おっしゃっていただいたので、

それに関連もしていますが、農業体験のない私が空いている土地を何とかというところの発

想から言っていますから、協議会であったり農地法であったり、いろんな問題がぶつかって

いい答えをいただけるとは思っておりませんでしたが、抱える問題の一部にでも前進できな

いだろうかということでこのような質問をしましたので、そのところはお酌み取りください。 

 そして最後に町長に１つお尋ねは、先ほど課長の話にも出ておりましたが、ＳＧＫでもク

ラインガルテンの取り組みの話が進んでいます。そして、こういう新しい動きをしているか

らちょっとお尋ねなんですが、ほかの市町では農業女子と言うのか、農業を楽しむと言うの

か、おしゃれな感じで農作業着を着て、一緒にやろうよという形で、そして、できたものは

福岡市内の新鮮な農業の販売という形で、あれはお店じゃなくて何かワゴンだったように思

いますけど、そういうグループも出ております。 

 ですから、そういう新規就農者への取り組みがあるからそこでと言われればそうなんだけ

と、そうじゃなくて、家庭を持っていて子育てをしながら、農作業を楽しみながら実績もと

いう、そういう考えの若い人たちも出てきておりますので、そういうことから考えると、こ

の農業プラスを施策に加えた定住移住というふうな形のものもできないだろうかと思います

けどどうでしょうか。 



- 344 - 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 非常に難しい質問が最後に来ましたけど、それに近い活動をやられているのは先ほどどな

たかの中で出てきた糸島ですね、糸島はまさにそういう若い女性、女性だけじゃなくて男性

もそうですけど、移り住みながら特に有機系の野菜をつくっていく、葉物をつくっていきな

がら、それを糸島だけではなくて東京に売っていくという活動、それから意外と盛んなのは

少し山のへんぴなところ、もう逆に言えば、ほかに産業がないところとかでキノコづくりを

若い女性たちのグループでつくっているような、そういう例もすぐ近くにございますけれど

も、果たしてじゃ、それが基山で今できるだろうかと、今若い女性の顔をずっと思い浮かべ

たんですけど、その中核になってくれそうな方が、私はまずちょっと思い浮かばなかったの

で、逆にそういう方を御存じであれば、やってみたいなぐらいの気持ちでもいいので、御存

じであればぜひちょっといろいろな、そういう方々にチャレンジしていきたいし、もしそれ

が無理なら、形だけでも例えば、保育園とか幼稚園の園児に農業をもうちょっと体験させる

のを今も少しやっている部分はあります。畑つくったりしていますけど、そういったところ

から入っていかないと、小さい子どもたちを育てていかないと、なかなか若い女子を急にと

思っても、福岡から来てくれればいいですけど、糸島みたいに東京から来てくれればいいで

すけど、今のところそういうのは見えていないので、ぜひそういうおもしろい話があったら

ぜひお聞かせいただければというふうに思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 打てば響くという町長ですから、こういうふうに言っておけば、そういう話が上がったと

きに、あっ、それはいいですねってすぐにしてくれそうな、そういう印象を受けて農業問題

については終わります。 

 次に、トイレの問題です。 

 またかと言われるほどの何人かの同僚議員が質問しておりますが、これに関しては、12月

議会では品川議員は来町される方にどうなんだ今の状態でということを聞かれました。その

前には、桒野議員のほうから、高齢者になったら今の状況ではということでのトイレの、そ
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ういう位置づけで質問されました。今回私は、ここの質問にも書いておりますが、町を回遊

する、要するに動きのある、そういうところで、やっぱりこのトイレが今の状況じゃという

ことでお尋ねをしております。 

 まず１番目のところで、御回答いただいた金額という、ここに出ています、年間30万円。

これは一応１カ所に、ここは１カ所のところを出してありますけど、大体これぐらいの平均

がここのところにもかかっているんだよというふうに捉えていいのか。いや、そうじゃなく

って必ずこういうときには積算根拠になる数字によって平米数であるとかなんとかでこうい

うふうなものがかかるとなっているのか、この基準となっているものというのはありますで

しょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、トイレの維持管理で一番やはり金額が大きくなるものは清掃費になります。特に公

園の場合で言いますと、利用者が多い、あるいは利用者の使い方で、現在はもう毎日に近い

清掃をさせていただいています。通常は点検を行って清掃という形なんですが、そういった

ように、やはり使われる場所等によって非常にばらつきがあるというのがございます。今回

出させていただいたのも、体育館の西側というところで、駐車場で余りそういうばらつきが

ないような平均的なもので出させていただいております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 これ以降の質問は、トイレというのはもう多機能トイレということを想定して質問します

ので。ということになりますと、このかかる費用、それに関しての多機能トイレに現在のト

イレを、ここだけに限らず変えた場合、やはり清掃費がほとんどだというふうな感じのお答

えでしたけど、管理内容、維持に関してのかかる費用、これに大きな差は出ますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、多機能になりますと、広さが1.5倍ほどになります。というのは、当然車椅子、あ
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るいはそういった場所によってはおむつ等の台とか、そういったことになりますので、ほぼ

部屋は２倍近いところになりますので、その辺はまず課題として出てくるのは敷地の広さで

すね、そういった敷地があるのかというのと、当然建築基準法等の規制がございますので、

敷地のぎりぎりは建てられませんので、ある程度必要な建物の２倍ほどの広さが必要になっ

てくるというのがございますので、維持管理というよりも、場所の選定とか、そういったと

ころが一番課題としては上がってくるんじゃないかと思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 設置に関しては聞いていませんけど、当然かかるのは素人でもわかりますので、要するに

管理の面、管理内容と維持管理に係るものが、そのトイレの種類が変わったら大きく変わり

ますかということをお尋ねしましたけど、とりあえず安くなることぐらいはわかりますので、

どれぐらい大きくなったのかということだったんですけど、それは事前にお尋ねをしており

ませんので数字を出していただくことは難しいと思いますので。 

 ただ、タイミングからして、今あるこういう公衆トイレ、これは見直す時期であろうとい

うことで、今回質問したのが大きな目的なんですが、あるものを使おうという基本的なとこ

ろから、品川議員の質問の後に貸していただくところをふやしました。それに関しては、外

から見たらわかるように看板を出していますというところはあったんですが、全国的な問題

ですので、調べてみましたら、ネットに多機能トイレ、バリアフリーの全国マップというサ

イトがございました。ここで見て、基山町ってどれぐらい載っているんだろうと思ったら５

カ所載っておりました。基山駅の構内１、駅を出たところ１、パーキング１、上り下りに各

１、そしてドコモショップの基山店の１で５カ所のそういう写真掲載で載っておりました。

この数ってどう思われますか。あっ、そんなものだろうと思われますか。 

 あっ、そしたらいいです。聞きづらい質問したと思いますけど、いや、こんなものだとも

し思われたんなら、設置しようってお願いするときにいや、こんなものでしょうと言われる

と思ってちょっとまず聞いたのであって。これ県全体の掲載件数にも驚いたんですが、福岡

県は911、佐賀県は78、熊本県508、大分県1,318、当然そういう観光地があるからという差

が出るのは当然なんですが、よそからどうぞ来てくださいという割にはちょっとはてなマー

クがつきますよね、この数字というのは。 
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 それで、先ほどの駅の構内というところに写真が掲載されておりましたが、100点満点中

の評価は40点、緊急時には、ああ、どうしようと思ったときにはあってよかったと思います

けど、基山町のこのコンパクトシティ、そんなふうになれば、もう買い物なんかとんでもな

い、いや、用事なんかもういい、とにかく家帰ってというふうに、家に飛び込みますよね。

ということになると、いろんなことを商店街の皆さんも考えられて、こういう日はこんなに

やっていますとチラシやらパンフレットやらいろいろ出されているけど、そういう状況にな

いということですね。主婦の立場、買い物をしている者からしたらそういう立場というのは

私だけじゃなくて、何人かの人が、10分もしたらもう回るところないもんねという声まであ

るほどなんです。それで、これは誰にでもある生理現象ですから、高齢であろうが若かろう

が当然あるわけなんですが、道の駅とか大型商業施設の利用が多いというのは、まさにこの

トイレの心配しないでゆっくり買い物ができるというのが一番の、それはもう言わなくても

御存じと思いますけど、あえて、その点の基本的な考え、どんなふうにお持ちでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 当然、町内で言えば、スポーツ施設で言えば体育館等、そういった授乳の部分で、町内に

交流人口として来ていただく方には、そういった多機能のトイレというのは今後は必要だと

思っております。 

 それで、先ほど若干建築のお話を出したんですが、それも結局そういった更新等のニーズ

の中で今後はふえていくのかなとは思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員は駅のトイレをどうかと言われたんじゃないんですね。（「じゃないです。一例

として挙げただけですから」と呼ぶ者あり）はい、牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 認識はしっかりとお持ちだからつくっていかなきゃいけないよねという感じだろうと思い

ますが、この多機能トイレを利用する対象者を、統計のデータから見ていますと、バリアフ

リー法に基づいてこの整理が進んでいます。利用する可能性のある対象者として、高齢者、

障害者、子ども連れというのが考えられるんですが、この統計データの中で人口に対する割

合で、この肢体不自由な方に比べて子ども連れの方のほうが多いという数字が出ております。
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子育てがしやすい基山町として、もし考えるならこういうデータも参考にしてほしいと思う

んですが、このデータは年齢別データとして総務省が出しております。そして、障害者の数

というのは厚生労働省が出した行政報告によるもので、こういうふうに結果、子連れの方の

割合が大きいんですよというものが出ていますので、きちんとしたある程度信用できる数字

かなと思っています。そうして見ると、つくったらいいよねぐらいで、子ども連れの世代、

または高齢の方、これが現在買い物、それからイベント等、きのくに祭りとか、それで商店

街に来るということを、それだけじゃなくて、中心地には銀行、病院もありますから、そう

いうことを想定したら、今のままではなかなかまた来てねというそのリピートですね、それ

で、わかりました、じゃ、行ってみましょうかということは期待できないと思うんですけど、

その辺の認識はどうでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 ちょっと私が答えるあれじゃないのかもしれないんですけれども、今回、議員が今ご説明

あったようなところを踏まえまして、空間形成プロジェクトの中で、このまちなか公民館を

コワーキングスペースに変えたんですけれども、もう一つの側面としまして、まちなか公民

館を常時開放するというのが１つの目的でございました。それはトイレを活用できるように

ということで、今後まちなか公民館を常時開放してまいりますので、まちなか公民館のトイ

レの案内をして、買い回り等に活用していただければと思っております。ただし、ここはテ

ナントとして入っているわけでございますので、トイレ自体をバリアフリー化とか多機能ト

イレにはできませんでしたので、その点は御了解いただきたいと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 それはわかった上で新しく設置をしてほしいということで今質問しております。 

 それで、昨年のきのくに祭り、仮設でしたが、女性の立場から緊急時にうん、どうしよう

というふうな仕様でのトイレと違って、県のほうの予算で出たと思いますけど、使い心地が

よくてびっくりしました。いや、こんな感じのだったらいいよねと。要はきのくに祭りで長

時間いる間に飲み食いしますよね。飲み食いしなくても時間がたてば生理現象置きますよね。
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いや、どうしよう、いや、帰らなきゃというのと、いや、あそこがあるから、もう３時間、

４時間、私結局最後に町長と一緒に盆踊りしましたから最後までおりましたけど、逆に出店

された方のお店の売り上げも、まあ天候も左右していますがよかったはずと思います。 

 この点、祭りの後の反省会で、いや、よかったよね今回はというふうな話とか、何か出ま

せんでしたでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 その点は、十分よかったという声で上がっておりますし、９月議会だったかと思いますけ

ど、牧薗議員のほうから次年度もよろしくお願いしたいということがございましたので、早

速年明けてからだったですけれども、県のほうに要望をしたんですが、ここは大変申しわけ

ございません、県のほうがこの貸し出す事業については今後行わないということでございま

した。 

 それで、これについては仮設トイレでございますので、例えば、役場のほうでそれを取得

してできないかということで検討はしてみましたけれども、１基当たりが200万円かかると

いうことで、200万円かけて仮設をして置くということは適切ではないと思われますので、

大変申しわけないですけど、今はそういう状況でございます。ただ、要望が非常に多かった

というのは理解しております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 私も仮設はもったいないと思いますので、ただ、それだけの実績出たでしょうということ

がちょっと言いたかっただけのことなんですが、女性の立場からすると、家事を担っている

者が──わかりませんよ、皆さんはそうじゃないとおっしゃるかわからないけど、財布を握

っております。要は、気分がよければ、そのつもりじゃなくても買い物します。そして、町

内の方といろんなコミュニケーションしていたら、じゃ、ここでということも当然普通に当

たり前にあります。つまり、ゆっくり買い物ができる。イベントを楽しめる。そして町の方

との交流も深まる。そうなってくると、自分のペースで時間を使える。余裕を持って回遊で

きるわけです。いろんな用事も含めてですね。そうなってくると、当然バリアフリー法が対
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象としている施設、そこであるとか都市公園、路外の駐車場ほかに多機能トイレの整備とい

うのが重要な鍵、もう言わなくてもわかっていると思いますからこれ以上は言いませんが、

その中で、東京都ではバリアフリー法の14条３項により対象建築物の用途の拡大、規模の引

き下げなどを行い、建築バリアフリー法条例の中で円滑な利用を実施しております。地方の

社会的条件の特殊性により、国レベルの基準でなくてはつくれないわけではないというふう

な記載がありました。ということは、東京都はもちろん財源持っているからすぐできるんだ

よというのは、それはもう言わずもがなというやつですか。ですけど、ルールにのっとれば、

当然できますよとうたってあるので、基山町はルールにのっとっても、予算さえ取れればオ

ッケーですよということか、もう基本的な考えとしてどうなのか、その辺教えてください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 まずは、牧薗議員以外の女性の方２人から、トイレ、トイレ、トイレと言われたことがあ

って、あの時代にですね、何のことかいっちょんわからん、最初何言いよるのかと思ったら、

あのトイレがすばらしいということをおっしゃりたかったみたいで、そういう意味では、あ

のトイレは残念ながら私は入っていないというか、入れないですよ、女性専用だから。だか

ら、始まる前にチラッとのぞかしてもらえばよかったんですけど、見ていないのでわからな

いですけど、そういう中で、町の商店街で、あの中に本当にそういう感じで考えるとしたら、

現実論で考えられるとしたら、まずは商店街じゃないですけど、駅の下のトイレ、あれは基

山町のトイレなので、あそこは駅前をするときにいじれる可能性は高いですよね。それから、

今民間の話で少し話が進んで、まだ最終局面までいっていませんけど、トライアルの跡地、

いわゆる大型店の跡地、あそこもいわゆるトイレのスペースは当然とれますので、あれを民

間に逆に言えばお願いするような話じゃないかなと思います。あとはさっきもちょっと出ま

したけど、前の議会で品川酒店を初め、いろいろなところで御協力いただくことになったま

ちなかトイレみたいな話をもうちょっと広げていくんじゃないかなというのが現実的なとこ

ろかなと思います。それも、いずれをやるにしても、国の補助金とか、そういったものがな

いと、２分の１でもやっぱりそういう補助金がないと、それは全部町でやろうと思ったら大

変なので、そういう算段もしていきながらやっていかなきゃいけない話かなというふうに思

います。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 補助金がつけばじゃ、すぐにできそうですね、２分の１でも出れば。 

 ということで、３番の質問で、じゃ、こういう中心市街地活性化計画で今計画を進めてお

りますが、想定しているエリアは駅周辺だけじゃないというのは説明で聞いております。け

ども、駅周辺、一番お金を使う主婦層がちょっと１時間でも１時間半でも行こうかというふ

うな形の中心市外地の活性化計画にしていただきたいということでこういう質問をしている

んですが、イベントの参加だったり、それから商品の購買につながったりと、当然本当に動

きが必要になってきます。そこの中で、そういうことも含めてアンケート調査、ヒアリング

調査をするというこの前説明がありました。ある程度の数字、これぐらいの人がやっぱり考

えているものというのを出すには、どういう形でのヒアリング調査、あるいは商工会の方の

意見交換、地元の方との意見交換ということでのアンケート調査、その辺の具体的なところ

が、調査に関しての説明がちょっとなかったので、単純にランダムでしてしまうと、そうで

すか、こうですという数字だと本当に見えてこないんじゃないかと思うんですが、どういう

ふうなことを前提にしようと思っていらっしゃいますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 毛利まちづくり課参事。 

○まちづくり課参事（毛利博司君） 

 今いろいろトイレの件ありましたけれども、当然安心できるトイレの設置に関しては、中

心市街地活性化基本計画を進めていく上で必要なことと思っておりますので、十分関係者の

方々とお話をしながら進めていきたいと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 もっといろいろ聞くつもりだったんですが、相当早口でしたけど十分でなかったので、と

りあえず多機能トイレの設置については研究、検討を大いにしていただいて、ほかの市町で

やっていて成果が出ているのに基山町はどうしてできないのという声がゴーッと上がらない

ように、活性化の動きを早めていただきたいと。 
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 以上で一般質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 以上で牧薗綾子議員の一般質問を終わります。 

 ここで午後１時30分まで休憩します。 

～午後０時   休憩～ 

～午後１時30分 再開～ 

○議長（鳥飼勝美君） 

 休憩中の会議を再開します。 

 お手元に町政報告をお配りしておると思います。 

 町長のほうからこの町政報告の訂正の申し出があっておりますので、許可しております。

松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 お手元の町政報告の５ページをお開きください。 

 ５ページの下から８行目、なお書き以下から３行を今回つけ加えさせていただいておりま

す。報告内容は一緒でございますけど、これが今回の追加議案として昨日提出いたしました

ので、提出する予定だということを、町政報告した当日に戻ってここに記載させていただき

ました。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

      日程第２ 追加議案上程 提案理由説明 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第２．追加議案の上程を行います。 

 議案第12号の提案理由説明を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。松田町長。 

○町長（松田一也君）（登壇） 

 それでは、平成29年第１回定例議会に付議いたします追加議案について提案理由の説明を

させていただきます。 

 今回、追加議案は、工事請負契約案件１件を上程しております。 

 それでは、その提案理由を説明いたします。 

 議案第12号 基山中学校校舎大規模改造工事（教室棟）請負契約についてでございます。 
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 基山町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定に基

づき、平成29年３月３日の指名競争入札に付した基山中学校校舎大規模改造工事（教室棟）

について、請負契約を締結するため地方自治法第96条第１項第５号の規定により、議会の議

決を求めるものでございます。 

 詳細につきましては、担当課長のほうより説明いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 担当課長の詳細説明を求めます。内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 それでは、議案第12号 基山中学校校舎大規模改造工事（教室棟）請負契約について説明

させていただきます。 

 当該案件につきましては、３月３日に指名競争入札を行っております。 

 入札には４者が参加し、鳥飼建設株式会社が２億7,840万円で落札いたしました。 

 なお、議案にあります請負代金額は、落札額に消費税を加えた金額でございます。 

 履行期間は、平成29年３月31日となっております。 

 それでは、追加議案資料１ページをお願いいたします。 

 こちらのほうには、建設工事請負仮契約書の写しをつけさせていただいております。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ２ページには、基山町入札成績表をつけさせていただいております。こちらの４者による

入札の結果、鳥飼建設株式会社のほうが落札をされております。 

 ３ページから図面をつけさせていただいております。 

 こちらにありますように、中学校の北側の教室棟の工事をさせていただきます。 

 ４ページでは、１階の平面図をつけさせていただいております。こちらのほうに四角で囲

んでおりますのが今回の工事箇所でございます。教室棟の１階、２階、３階、それと小学校

側にあります高圧受電設備キュービクル、それと、管理棟の屋上のほうにありますポンプ室

と受水槽のほうを改修の対象とさせていただいております。 

 ５ページでございます。 

 こちらのほうは、外側の立面図をつけさせていただいております。その中に施工の内容を

書かせていただいております。屋根ふきかえ、外壁クラック補修、防水塗装を外側の分はす

るようにいたしております。 
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 最後６ページをお願いいたします。 

 こちらのほうには、改修後の普通教室の便所等、それから教室棟の工事の内容を書かせて

いただいております。各階にトイレがございますので、男子便所、女子便所それぞれ和便器

が１基ずつの分で上げさせていただいております。教室棟は、ここにそれぞれ工事内容を書

かせていただいております。前後の黒板と、それから教室の後ろのほうにあります生徒用の

ロッカーを取りかえる予定にしております。それから、床につきましては下処理の上に複合

フローリングを張るようにいたしております。それとあと、バルコニーにつきましては高圧

洗浄補修をし、それから樹脂の防水をするように予定いたしております。 

 今回の案件は、基山町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第

２条に規定する5,000万円を超えておりますので、議会の議決をお願いするものでございま

す。 

 よろしく御審議いただき、御可決いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山課長、今の説明で、ことしの３月31日までを工期と書いてあるから、来年のいつぐら

いまでなのかも含めて、今度変更があって、繰越明許、その辺も説明してください。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 済みません、工期は３月31日と先ほど申し上げましたけれども、今回の３月補正で繰り越

しの議案を上げさせていただいておりまして、平成29年度で具体的には実施をさせていただ

きたいというふうに考えております。 

 工期につきましては、夏休みを中心に工事をする予定ではございますけれども、夏休みだ

けでは工事が終わりませんので、その前後で、おおむね10月いっぱいには終わる予定にして

おりますけれども、少し工期の関係もございますので、３年生が受験のシーズンにもかかり

ますので、なるべく早い段階で終わるように予定をいたしております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 以上で詳細説明が終わりました。 

 ここで午後２時まで休憩します。 

～午後１時40分 休憩～ 

～午後２時   再開～ 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 休憩中の会議を再開します。 

      日程第３ 議案第１号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第３．議案第１号 基山町税条例等の一部改正についてを議題とし、本案に対する質

疑を行います。松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 １点御説明ください。 

 これは、新たに環境性能割と種別割に分けてということになっておりますけど、１つ、環

境性能割のほうに関しては、燃費基準達成度等に応じというふうになっておりますが、一昨

年から昨年にかけて、外資系自動車メーカーや国産自動車メーカーの燃費偽装等もありまし

たけれども、この辺で、国の流れというのは今回どういうふうな形で振り分けて、今後どう

いうふうになっていくのか、御説明ください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 平野税務課長。 

○税務課長（平野裕志君） 

 今回の改正は、今言われました改ざん問題というか、偽装問題との直接の因果関係はない

と思います。この燃費基準に応じて税率を軽減するというグリーン化税制につきましては、

以前からもございますし、今度、環境性能割にかわります今現在の自動車取得税につきまし

ても、以前からこの環境性能に応じた軽減というのはありますので、直接の関係はないと思

います。 

 今後ですけれども、昨年の平成28年度の税制改正大綱の中にも、今回の改正に加えて、

今後この環境性能割の税率を決定するに当たっては、燃費基準値の達成度等を用いるわけ

ですけれども、今後の技術開発の動向や地方財政への影響を踏まえて２年ごとに見直しを行

うという方針が出されておりますので、今後も適宜見直しがかかっていくものと考えており

ます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 ないようですので、議案第１号に対する質疑を終結します。 

      日程第４ 議案第２号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第４．議案第２号 基山町条例を廃止する条例の一部改正についてを議題とし、本案

に対する質疑を行います。末次議員。 

○３番（末次 明君） 

 前回も御説明していただいたんですけれども、基金といいましたら、どちらかといいます

と町の預金のようなものですから、それがあるにこしたことはないんですけれども、一定の

役目を終えると、その後こういう形で廃止するということになるかと思うんですが、やはり

今現在ある基金でも、例えばふるさと応援寄附基金とか、まちづくり基金、こういうのが永

久にあるとも思えないんですね。 

 そういう観点から考えますと、それなりに一定の実績を公表して、それなりに総括をしな

くちゃいけないと思うんですが、町長はどういうふうにお考えでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 正直、今の視点は全く私の中には抜け落ちておりましたので、そうですね、どういう形で

公表いたしましょうかね、ホームページか何かでこれまでの実績を報告させていただきたい

というふうに思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 末次議員。 

○３番（末次 明君） 

 やはり基金というのも、その時代時代にそれなりに一定の役目を果たしておると思います

ので、将来の人が見たときに、ああ、こういう基金もあった、こういう形で使えるとかいう

のもありますので、ぜひその辺はしっかり勉強して対応していただきたいと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 ないようですので、議案第２号に対する質疑を終結します。 

      日程第５ 同意第１号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第５．同意第１号 基山町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについてを

議題とし、本案に対する質疑を行います。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、同意第１号に対する質疑を終結します。 

      日程第６ 議案第３号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第６．議案第３号 町道の路線の認定についてを議題とし、本案に対する質疑を行い

ます。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 まず、ここが開発地域なのかどうかをお示しください。それと、何世帯ぐらいここの部

分があるのか。それと、道路の幅──幅員ですね、何メートルなのか、これだけお願いしま

す。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、こちらは開発によってできた道路でございます。開発としましては、この町道認定

をお願いしている周囲が戸建て、それと、図面右下のほうに長方形の建物の絵がございます

が、こちらが集合住宅、ここまでが一つの開発として行われております。 

 戸建ては現在建ち始めておりまして、確実な数字は把握しておりませんが、今３戸程度、

随時建ち出しておりまして、集合住宅のほうは４棟が建ち、こちらも満室率をちょっと見て

おりませんが、こちらが大体、40世帯近い世帯数になっておろうかと思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 今、課長が答弁されましたこの集合住宅の40世帯も、この町道認定の今回のところを使用
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されるということですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 はい。一応この世帯の集合住宅については前面道路がございまして──失礼しました、永

田線の町道利用は12世帯程度だと思って思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 確認も含めてですけれども、永田３号線、開発行為でされた部分で、基山町が町道として

認定するということは、維持管理も含めて今後していくという形になりますね。ところが、

開発行為をしても、例えば行きどまりについては町道として認定がされませんね。今回の場

合は、これは行きどまりじゃなくて通り抜けができるという形で認定をしたというふうにな

りますけれども、これは当初予算でまたそのときに聞きますけれども、こういう開発行為と

して道をつくった場合は町の補助がありますけれども、今回のこれはそれとは関係ないんで

すけれども、町道として認定する場合は必ず通り抜けをしなければならないというのが前提

になるのか、確認いたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、認定に必要な条件としましては４メートル以上の通り抜け道路──今回お願いして

いるのは６メートルでございます。通り抜けでない場合は、展開広場ですね、そういった

ものがある。それともう一つ、距離がございました。そういった袋路の場合は、制限の中

で展開ルートをつくれば認定は可能となっておりますが、現在、基山町の方針といたしまし

ては、防災上もございますので、通り抜ける道路について管理面等から認定を行っておりま

す。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松石信男議員。 

○12番（松石信男君） 
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 済みません、参考までにお聞きします。 

 この路線の認定で150メートルと。これは、来年の地方交付税に反映されるんですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 ３月中に公告して議会の議決をいただければ、次年度の普通交付税に反映をされるという

ことになっております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、議案第３号に対する質疑を終結します。 

      日程第７ 議案第12号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第７．議案第12号 基山中学校校舎大規模改造工事（教室棟）請負契約についてを議

題とし、本案に対する質疑を行います。河野議員。 

○８番（河野保久君） 

 １点だけ。施工表を見とって、教室内部のところの工事期間が９月、10月にもまたがるん

ではないかというような書き方になっていますけれども、この辺は当然、授業等もあったり、

秋は体育祭があったり、いろいろ行事もあったり、教室を使ったり、外を使ったりすること

もあると思うんですけど、その辺の学校との調整というか、すり合わせというか、何かでき

ているんでしょうか。何かあっては、支障を来してはいけないと思うので、その辺のことで

す。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 当然、授業を行いながら工事をやってまいりますので、その点は十分協議をさせていただ

いております。多目的教室等もありますので、例えば少し教室をずらして、先に多目的の分

というか、部屋を区切って支障がないような形で、なるべく支障がないような形で工事を進
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めるということで、今、調整を図っているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。木村議員。 

○７番（木村照夫君） 

 中学校の大規模工事ですね。それで、何か３億円を使う割に、絵だけの資料はありますけ

ど、文書か何かでどうするんだと、教室棟はこうするんだとか、確かに一番最後の図面には

書いておりますけれども、何か文書的なあれが欲しかったなということです。 

 それで、４ページですね、教室等の大規模改造工事と。確かに高圧受電設備、受水槽、ポ

ンプ室なんかも改修するんだと。これなんかも全面取りかえを行うんですかね。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 高圧受電設備につきましては、平成28年度にエアコン設置を普通教室に１、２年生の分さ

せていただいたんですけれども、その折にも一部キュービクルの中を改良させていただいて

おりますので、それ以外の部分について改造をするということで、今、協議を行っていると

ころでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 木村議員。 

○７番（木村照夫君） 

 その間の教室棟の電線の張りかえとか、それはどうなるか。 

 それともう一点は、教室棟をやりますと。管理棟もございますね。管理棟はどうされます

か。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 まず、２点目の御質問ですけれども、今回は教室棟の工事ということで、これが終わりま

したら管理棟の改造工事も計画をしているところでございます。 

 それと、キュービクルから出ます配線についても、今回張りかえといいますか、そういう

形でやるように予定をしております。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。末次議員。 

○３番（末次 明君） 

 こういう工事になりますと、やっぱり安全な作業をしていってもらうということが一番で

ございますけれども、大勢の生徒が出入りするところでございます。特に休み期間中だけ工

事ができればいいんですが、学校があいているときに工事に入るわけですけれども、資材等、

大型車両が入るかと思いますけど、よく周りを考えますと、なかなか校門からグラウンドに

入るとか、今、通学路にもなっている正面から入ると生徒ともぶつかる時間帯とかなるんで

すが、そのあたりの工事車両の進入については十分検討されているんでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 まず、工事車両等の子どもたちの安全につきましては、当然、防護柵等で囲みます。また、

資材の搬入は、学校の場合は学校が行われていない土曜とか日曜に搬入をいたしまして、仮

置き場に置きまして、それから実際、平日の工事に使うと。平日におきましても、外壁等、

音が出ない点検等々はございますので、そういったのを学校の授業スケジュールと調整しな

がら進めておりますので、安全はそういった形で、どうしても資材搬入等、校庭等ですね、

校舎の周りを回るときには、生徒がいない４時過ぎとか、そういった時間を利用した形で行

っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 末次議員。 

○３番（末次 明君） 

 教育長にお伺いしますけど、こういうときって、今度、新１年生も入ってくると思うんで

すけど、生徒にはどういう指導をされるんでしょうか、安全面で。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大串教育長。 

○教育長（大串和人君） 

 きちんと図解したものを子どもたちに示して、それから実地で、現地で子どもたちの動線

については丁寧に説明をして指導するということだと思っております。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 確認だけさせていただきますけれども、今回の請負契約に伴う、これは入札ですけれど

も、３億円を超える契約となってきて、これは指名競争入札ですから、この指名はどうい

うふうな、例えば佐賀県の建設業、入札資格のランクとかありますね。これに基づいてされ

たのかというのと、そうだったとしても、４業者が今回入札に参加されていると。例えば、

基山町内からすると、本社を基山に置いている企業というのは１者しかないというふうな形

になりますけれども、どういう条件で今回のこの指名競争入札がされたのか、説明してくだ

さい。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 業者につきましては、佐賀県の等級Ａ、Ｂの中から、Ａ、Ｂ（363ページで訂正）であっ

て基山町に指名願を出されている業者の中から、ローカル発注の考え方も取り入れまして、

基山町及び近隣の事業者を指名いたしております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、議案第12号に対する質疑を終結します。 

      日程第８ 承認第１号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第８．承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成28年度基山町一般会

計補正予算（第５号））を議題とし、本案に対する質疑を行います。 

 議案書の12ページ、13ページ、14ページ、ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 15ページ、16ページ、歳入歳出予算補正。城本財政課長。 
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○財政課長（城本好昭君） 

 済みません、先ほどの答弁を訂正させていただきたいと思います。 

 等級ですけれども、佐賀県のＡ級の業者でございます。失礼しました。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 Ａ、Ｂ。 

○財政課長（城本好昭君） 

 先ほどの答弁でＡ、Ｂというふうに回答いたしましたけれども、佐賀県のＡに登録された

業者でございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ということでございます。 

 15ページ、16ページございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 それでは、事項別明細書をお開きください。 

 事項別明細書の３ページ、４ページ、ありませんですね。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、承認第１号に対する質疑を終結します。 

      日程第９ 議案第４号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第９．議案第４号 平成28年度基山町一般会計補正予算（第６号）を議題とし、本案

に対する質疑を行います。 

 議案書の17ページをお開きください。ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次18ページ、歳入歳出予算補正。歳入、18ページ、19ページ。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 続きまして、歳出、20ページ、21ページ、ございませんか。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 22ページ、繰越明許費。河野議員。 

○８番（河野保久君） 

 一番上の総務費の総務管理費の中心市街地活性化基本計画等策定業務委託料の750万円が

繰越明許ということで繰り越されておりますけど、これは９月にたしか上程されて、総務委

員会のほうでかなり、これは当初予算にすべきではないかとか、年度内に間に合うんだとか、

いろいろな論議が交わされたように、前回、９月議会のときの委員会報告を読むと出ている

んですよね。 

 ということで、ただ、なるべく早目にやりたいので、９月のあれで通させてくれって、た

しかそういうことで修正が出たけど、委員会としては賛成に回ったというふうな報告があり

ます。なぜ９月から今まで時間があるのに、どういう状況で繰越明許になったのかというの

がいまいち釈然としないところがあるんですが、その辺の状況は全員協議会でも一部説明が

あったと思うんですけど、じゃ、実際どの辺の段階まで今進んでいて、どういうところが障

害になって繰越明許になったのかというところの理由をちょっと御説明願えないでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 毛利まちづくり課参事。 

○まちづくり課参事（毛利博司君） 

 中心市街地活性化基本計画等策定業務委託料でございます。 

 12月８日に事業所と委託契約を結びまして、作業のほうを今までずっと進めてまいりまし

た。作業の内容としましては、計画準備から基本的な方針策定、中心市街地の位置及び区域

の設定、目標設定等、中心市街地の認定に係ります申請マニュアルに従いまして作業を進め

てまいったわけでございます。 

 そういった中で、短期間の中で九州経済産業局、それから中小企業基盤整備機構とも十分

協議をしてまいりました。また、次年度に予定しておりました内閣府との協議も今年度から

実際始めたところでございます。しかし、内閣協議を行った結果、計画書、素案的な部分は

つくっておりますけれども、計画書に記載する事業、この部分につきましては、地域ニーズ

に合った具体的に実現性のある事業計画書にもう少し盛り込んだほうがいいというふうな指

示もございました。 
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 今後、事業の洗い出し等も行いまして、地域住民ニーズ調査、それから商工会、商店会等

の調整も十分に行いながら、本素案に肉づけをしたような形で、平成29年度に申請できるレ

ベルまで持っていきたいというふうに考えているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次行きます。済みません、23ページも一緒です。河野議員。 

○８番（河野保久君） 

 23ページのところで、エアコンのところがやはり繰越明許になっています。この前の一般

質問の中で、一部これの質問かあったときに、教育学習課長は夏までには間に合うように、

これから入札して工事を進めますという説明がありました。具体的にいつ入札して、工程が

概略わかれば。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 今、入札の準備を進めまして、今月中には入札をさせていただいて、それから、もう夏前

には工事が終わるようなスケジュールで進めたいというふうに考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 本日夕方、指名委員会をして、それから入札日の調整をする予定にいたしております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 ６款１項の農業費、暗渠排水事業ですね。この進捗状況を教えてもらっていいですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 
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 ここの繰り越しをお願いしておりますものは、平成28年度の補正予算分でございます。こ

れにつきましては、入札が終わりまして事業者を決定したところでございまして、今後工事

に着工していただく予定ですが、本事業については当初から繰り越しで予定しておりまして、

ややちょっとおくれぎみでございまして、当初は５月いっぱいを予定しておりましたけれど

も、６月中旬ぐらいまでの予定で今工期を定めたいと考えているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 ６月中旬となると、もう田植えと重なってくる部分があると思いますが、じゃ、この工事

に入った部分に関しては、今期の米作はなかなか難しいという判断ですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 今回着手するに当たりまして、当初からその懸念はございましたので、まずお願いしてお

りますものは、今回は城戸、吉原地区のほうですね、そちらのほうが田植えは早いと思いま

すので、工期自体はそちらのほうから先行していただくような形で考えています。 

 もう一つは、米の生産調整がございますけれども、可能な限りそこの生産調整のやりくり

で実施田のところの調整等ができないかというところは、既に農家の方に生産組合長等を通

じてお願いしているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 例えば、その生産調整でうまくいけばいいんですけれども、いかなかった場合に、例えば

補償対象になるとか、そういった考えはないですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 土田産業振興課長。 

○産業振興課長（土田竜一君） 

 暗渠排水後のそういう補償部分については、十分詳しくはないんですけれども、ただ、御

理解いただきたいのは、施工後すぐにもとの状態に戻るということはなかなかないと思いま
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す。 

 それで、暗渠排水を行った後、例えば数カ月経過しても、時期の田植え等の中では車輪が

落ち込んだりとか、そういう事態は当然あり得ます。ただ、今回の補正予算で組んでおりま

す部分については、大変スケジュール的にまれな対応をとっているということは事実でござ

いますし、直後に田植えをしなければいけませんので──田植えするところはですね。そう

いうところで、よりそういう可能性は高いとは思っておるところです。 

 ただ、そういうところも含めて、農家の方には十分注意をして田植え等なり行っていただ

くようにお願いしているところでございますので、そういうことでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次に、24ページ、25ページ、地方債補正です。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 25ページの廃止の分ですね。単独災害復旧事業債、これは備考欄に「同意基準に満たなか

ったため」というふうな記載があります。この「同意基準に満たなかったため」という意味

合いがちょっと私は理解できないんですけれども、どういった内容か教えてもらっていいで

すか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 同意規制も同意基準といいまして、何平米とか金額幾ら以上とかあります。それで申請を

するんですけれども、うちのほうは同意基準を満たしていると、起債をするための基準なん

ですけれども、それを満たしているということで県のほうに申請をしたんですけれども、県

のほうから満たないということで、主に金額の面なんですけれども、単独でこれぐらいの事

業だったら起債はできないということで、却下というか、されていますので、こういう結果

になっております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 
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○５番（久保山義明君） 

 町と県の考えにそごがあったというか、ギャップがあったということだと思うんですけど、

これはよくあることなんですか、その考え方の違いというのは。その明確な基準というのが

ないということですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 うちのほうは、こういう文書とか本とかありますので、それを見て起債を申請しています

ので、うちの見解では起債できるというふうに思って計画をしたんですけれども、単独で金

額的なものだけを言われて満たないということでされていますので、今回はこういうふうな

お願いをいたしております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 それでは、事項別──松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 基金の状況について、ここで御質問させてもらってもいいですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 いや、それはまだ次のとがありますよ、事項別で。 

 事項別に移ります。３ページをお開きください。町民税です。法人町民税。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ４ページ、地方消費税交付金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ５ページ、衛生費負担金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 ６ページ、総務手数料。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ７ページ、民生費国庫負担金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ８ページ、国庫補助金。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 ８目の総務費国庫補助金、地方創生拠点整備交付金──あっ、ごめんなさい、ちょっと別

のところで言います。済みません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 別のところで言ってください。 

 ９ページ、県負担金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 10ページ、県補助金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 11ページ、総務費委託金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 12ページ、財産運用収入、利子及び配当金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 13ページ、財産売払収入。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 14ページ、寄附金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 15ページ、基金繰入金、ふるさと応援寄附基金。松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 資料の29ページに基金の状況というのをいただいておりますけれども、これの一般会計の

特定目的基金ですが、この辺は定額運用基金は除くということになっておりますけれども、

人づくり振興基金を除く３つに、ちょっと額は小さいんですけど、積立利子が載っていない

のはなぜか御説明いただけますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 それは果実運用といいますか、一般財源化をしていますので、ここの積み立てはいたしま

せん。（397ページで訂正） 

○議長（鳥飼勝美君） 

 もうちょっとわかりやすく説明してよ。 

○財政課長（城本好昭君） 

 利息は普通の一般会計の通帳に入れて、目的を持たずに使わせていただくということであ

りますので、基金に積み立てをしたりはしないというものでございます。（397ページで訂

正） 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 であれば、確認ですけど、まちづくり基金、ふるさと応援寄附基金と教育施設整備基金の

ほうはこちらのほうに入れるということですか。これ以外は一般会計のほうでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 一般会計といいますか、普通の税とかの収入と同じように一般財源（397ページで訂正）

ということでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 次行きます。16ページ、延滞金、加算金及び過料。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 17ページ、貸付金元利収入。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 18ページ、受託事業収入。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 19ページ、雑入。松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 済みません、雑入の広告料収入ですけれども、これはふえていますが、ホームページのバ

ナー広告と図書館の広告費とか、その辺での広告収入が上がってきたということでしょうか。

内訳を御説明いただけますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 済みません、ここに内訳を持ってきておりませんので、後日資料でも…… 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大体どういうのかと。 

○財政課長（城本好昭君） 

 図書館の広告とバナー広告と広報、その３つでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 ですから、特別その辺の取り組みでの成果というのがあったのか。そういうことがされた

のかどうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 
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○財政課長（城本好昭君） 

 取り組みといたしましては、その前年していただいて期限が来たところには、また電話連

絡とかをしますし、図書館のほうでも広告をいただくようにお願いをしているということで

ございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 営業努力をしよるということじゃろうもん。（発言する者あり）松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 去年やっていなくて、ことしやったのは図書館。図書館はその前の年は全くやっていなか

ったので。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 図書館は何ばしたと。 

○町長（松田一也君） 

 図書館のですね、週刊誌とか月刊誌の、いわゆるカバー広告というので、何社かな、今、

10社まではまだいっていないかな、七、八社から広告をいただいております。図書館に行っ

たらぜひごらんいただければと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次行きます。20ページ、町債。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 歳出に行きます。21ページ、議会費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 22ページ、総務管理費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 23ページ、企画費。品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 ６目．企画費、19節．負担金補助及び交付金、新婚世帯家賃補助金、実施見込みの減です

けれども、450万円の当初が252万円減っているんですけど、この内容について御説明をお願
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いできませんか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 阿部まちづくり課長。 

○まちづくり課長（阿部一博君） 

 新婚世帯家賃補助金につきましては、当初50件を目標に掲げて実施してまいりましたけれ

ども、それに満たなかったということで、それと、３月までの支払い見込みがございますの

で、それを差し引いたところでの減額をさせていただいているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 その50件の見込みの総数ですね。大体もともとこういったものを応募される総数が何件ぐ

らいあるから50件というふうに目標を立てたのか。50件という目標はどういう数値をもとに

立てられたのか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 毛利まちづくり課参事。 

○まちづくり課参事（毛利博司君） 

 世帯数につきましては、婚姻届を出されてある件数ですね、そこをまず参考に50件といっ

たところで算定をしたところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 すると、御結婚された件数が想定よりも少なかったということになるわけでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 毛利まちづくり課参事。 

○まちづくり課参事（毛利博司君） 

 結果、少なくはなっておりますけれども、実際十分な周知はしておりますけど、まだまだ

この補助金について知られていない方もあったかと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 阿部まちづくり課長。 
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○まちづくり課長（阿部一博君） 

 この50件の見込みを立てた際に、基山町内で、ちょっと細かい数字は記憶しておりません

ので申しわけないんですが、70から80件程度の新婚世帯の方、婚姻届を出されているという

ことで、それを見込みまして50件という目標を立てました。 

 ただ、実は住宅取得の補助金よりも新婚世帯家賃補助金のほうがすぐ終わる、すぐ申し込

み件数の50件に達するのかなというふうには見込んでおったところなんですけれども、ちょ

っと振り返ってみれば周知不足だったかなと思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 24ページ、総務管理費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次行きます。25ページ、徴税費、税務総務費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 26ページ、戸籍住民基本台帳費。牧薗議員。 

○６番（牧薗綾子君） 

 19節の負担金補助交付金のところで、通知カード・個人番号カード事務委託交付金が国か

らの無料配付について減額となったという説明がありましたけど、これによって進めていこ

うとしているのに何か支障とか出ますでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 安永住民生活課長。 

○住民生活課長（安永宏之君） 

 支障はございません。ただ、初回無料交付の分の事務手数料については、国が全額、一旦

市町に払って、市町がそちらのほうに支払いする、トンネルみたいな形になっておりますの

で、この分が単純に下がったということでございます。事務には全く支障はございません。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 次行きます。27ページ、社会福祉費。大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 19節です。臨時福祉給付金ですが、計算したら231件、１万5,000円かなというふうに思い

ますが、前回、例えば３万円来た、その後もちょっと少額で来ましたよね。そのときに、地

域の人は自分がもらえるのかもらえんのかわからんまま、私もらえるっちゃろうかねという

ような質問もされて、私の知っとる範囲では教えたというか、言ったのですけれども、ここ

で私が質問したいのは、例えば今回こういう形でまた出てきますけれども、以前からして、

結局もらえる人が手続をしなくてもらえなかった、そういうのが何％ぐらいあるのか知りた

いのですが。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 ちょっと今はっきりした数字は持ってきていないんですけれども、９割程度は給付の申請

をされたと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大山議員。 

○10番（大山勝代君） 

 期日までにそれが申請できなくて、再度、こういうのがありますが、申請されませんかみ

たいなものはあるのでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 広報での再度の勧奨は行っています。個人通知は行っていません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 先ほどの歳入のところでちょっと聞こうかどうか迷ったんですけれども、老人福祉費の多

世代交流拠点施設整備ですね、これは地方創生の申請の際、一度不採択になった後に再度提

出を行って採択をいただいたというふうに認識しておりますが……（「違う」と呼ぶ者あ
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り）違う。わかりました。 

 であるならば、今回この多世代交流拠点施設というふうな名称で書かれてあります。実際

は、私たちは説明を聞いて老人憩いの家というふうにわかっているんですけれども、ここの

名称ですね、これは老人憩いの家改修工事にすべきではなかったのかなというふうに思うわ

けですが、いかがでしょう。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今回の整備事業につきましては、新たに多世代交流拠点ということで事業を行っていくと

いうところで、老人憩いの家ではなく多世代交流の拠点ということを中心に事業を進めてい

きたいと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 しかしながら、この多世代交流拠点というものは今現在ないわけですよね。そのかわりに、

老人憩いの家というものは設置条例もありますし、当然これも廃止はまだしていません。そ

うした中で、ここの場所を改修するんであれば、私はそちらのほうがしっくりくるんじゃな

いかなというふうに考えるわけです。その点をまず１点お伺いします。 

 それと次に、ここの名称で使われています多世代とは、どういう定義で多世代という名称

になっているのかを教えてもらっていいですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 現状でも老人憩いの家というのは施設としてありますし、まだ取り壊しも行っていません

ので、新しくそこに改修をかけていくんですけれども、名称は残したまま、現施設にまた新

しい多世代交流の拠点をつくっていくということですので、今のところ名称的なところは変

更というか、そういうことは考えていません。 

 それと、多世代というのが、高齢者もおりますし、子育ての世帯、それに障がい者、全体

的なところで捉えているところでございます。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 今回のこの地方創生の拠点整備交付金を使いまして、基本的には老人憩いの家の改築とい

うほうがわかりやすかったのかなという気もしておりますけれども、この事業、そもそも老

人憩いの家を改修するに当たっては、いろいろな財源を探して、その中でもし財源が見つか

れば改築をしていこうという方向性を出しておりました。 

 そういった中で、この拠点整備交付金を使うに当たっては、やはり国のほうとしては、今

後施設については複合的な施設で採択をしていきたいという方向性もありましたので、そう

いった意味で、今回その多世代ということを表現の中に入れながら計上させていただいたと

ころでございます。 

 そして、実際の工事に当たっては、よりわかりやすいように予算名は予算名として老人憩

いの家の改修工事という表現は入れさせていただきたいというふうに考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 ということは、これは多世代交流拠点というふうに使用目的が変わってくるので、今ある

老人憩いの家設置条例という、その老人の憩いの家という名称は今後変わっていく可能性は

当然あるということを、まず１つお尋ねします。 

 それと、多世代の中でさまざまな世代を想定しているということで、これはちょっと町長

にお尋ねしたいんですけれども、今、基山町から流出している部分で一番危惧されるのは20

代、30代の女性だと思うんですよね。特にやっぱり若者の世代が基山から流出している可能

性が非常に高い。その中で、ここがあえて多世代のための交流拠点ということであるならば、

今回、特に音楽室とかつくられる予定になっていますので、ここを例えばバンドの練習場と

して開放するとか、例えば、この親子で一緒にプロジェクトとかっていうふうな形で、ボル

ダリングの遊具なんかがあるというふうに書いていますけれども、ボルダリングにしても、

私はやはりそういう若い世代も参加できるように施設にするべきではないかなというふうに

考えます。これはちょっと町長にお尋ねして、最後にこども課の係長にお尋ねしますけれど

も──これはちょっとまた別の項目でありますね。じゃ、総務企画課長と町長にお尋ねいた



- 378 - 

します。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 まず、条例改正の件でございますけれども、こちらにつきましては11月の全協でこの事業

にチャレンジしていくというお話の中で、当然この多世代交流というところをメーンに今回

手を挙げておりますので、名称を含めて条例改正を行っていきたいというふうに考えており

ます。 

 今回、結果的には繰り越しでお願いするという形になりますので、供用開始の時期として

は、どうしても来年度になると思いますので、遅くても12月までには条例改正の御提案をさ

せていただければというふうに考えておるところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 幾つかあったので、ちょっと全部答えさせてください。 

 まず、１回落ちて再チャレンジしたのか。違います。非常に厳しい状況になりましたとい

う報告をしたんですけど、それから頑張って盛り返して採択になりましたというのが答えな

ので、１回落ちてはいないですというのが１つ目。 

 それから、名称につきましては、一応この名称で内閣府に提案しておるので、予算の費目

としてはこの名称を使わせていただきたいと思っています。じゃ、今後どういう名前にする

かというのは、もう少し町民の皆さんの意見なんかも聞く時間がまだ残されているかなと思

いますので、わかりやすい名前にしていくこと、もちろん憩いの家の名前を残すことも含め

て検討する時間はまだ十分にあるというふうに思っています。今回の予算はこれでぜひ、こ

のままいかせていただきたいというのが２つ目。 

 ３つ目は、大体、大学とか結婚して出ていくパターンが多いので、その方々のための施設

で果たしてどういうものかあるかというと、私的に言うと難しいところもあると思うので、

どちらかというと、お母さん、お父さんと子どもたちが一緒に集えるような、そういう若い

ヤングファミリーが一緒にという意味での多世代ということであるかなというふうに思いま

す。今言われたような、そうですね、独身で結婚する前とか、18歳の高校生とかについては、
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もうちょっとスペシャルで考えなければいけないのかもしれませんですね。その子たちが果

たして今の高齢者がたくさん集まるあそこの場に集まってくるかも含めて考えなければいけ

ないかなというふうに思います。だから、ここで言う多世代は、子どもとその親、さらに言

えば、そのおばあちゃん、おじいちゃん、３代という、そんなイメージを私自身は考えてお

るところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松石信男議員。 

○12番（松石信男君） 

 多世代交流事業で２点ほどお伺いします。 

 １つは、憩いの食堂事業ということですね。孤食の解消を図ると。それからもう一つは、

音楽でつながる多世代ということでカラオケ用の部屋をつくると。このことについて説明を

してください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 高齢者についてなんですけれども、今やっぱり独身の──独身というか、ひとり世帯の高

齢者と、まだシングルマザー等も基山町にとっては大きな問題でございますので、そういう

ところをですね、地域支援、食改とか、ＪＡとか、そういうところの方に協力を求めながら、

孤食解消じゃないですけれども、孤立化を解消するための事業を展開していきたいと考えて

おります。 

 それと……（「カラオケ」と呼ぶ者あり）カラオケ等につきましても、認知症予防で歌声

教室等も行っておりますので、そういうのを考えながら、カラオケ喫茶というのを整えてい

きたいと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松石信男議員。 

○12番（松石信男君） 

 食改協の方の協力を得てということですが、これはちょっと具体的に、昼食とかなんとか

食べるときにどういうふうな形になるのか。幾らかお金をいただくと、いや、弁当を持って

きてもらってするということまで考えられているのかですね。 
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 それと、カラオケ用の部屋については、当然防音なんかも必要になるのかなと。憩いの家

でゆっくりしたいという方もいらっしゃるわけで、がんがんやられた日にはたまったもんじ

ゃないというところがあると思いますので、その辺について説明してください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 憩い食堂ですけれども、これについては、どういう事業という具体的な事業はまだ確定し

ているところではございません。イメージ的に、こういう孤食等を解消するための拠点、そ

ういうのをやっていきたいということで、これから詰めていくところになると思います。 

 それと、音楽室についてなんですけれども、これはカラオケ等をやりますので、防音のほ

うは確実にやっていきたいと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 福祉交流館と今回の多世代交流ですね、何がどういうふうに違うのか。事業とか内容とか。

それから、管理運営はどういう形でされるのか、２点お願いします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 福祉交流館と今回の多世代交流の拠点の違いということですけど、福祉交流館につきまし

てというか、そこそこの拠点整備というのは、これから必要であるということは今考えてい

るところでございます。多世代交流の拠点というのは、今回の分については、やっぱり高齢

者を中心としたための拠点ということで考えております。また、福祉交流館につきましては、

今現在の使用の状況を見ますと、交流広場のほうに高学年の小学生等が集まっているところ

でございます。全体的に見て年間に１万2,000人、老人憩いの家についても大体１万2,000人

の使用があっているというところですので、やはり福祉交流館についても、今の機能を残し

つつ新たに事業のほうを進めて、あと拠点として色分けしながらやっていきたいと考えてお

ります。 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 課長、違いは何ですかと。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 集っている人の年齢層になるかと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 まず、根本的に、憩いの家は非常に人気があって多くの人が使われているということは皆

さん御理解いただけると思います。これを、ただもう古くなっているので改修しなければい

けない、拡張しなければいけない、狭い、そして古い、どうにかしなければいけないという

ニーズはおわかりいただけると思います。 

 じゃ、そのためにはどうすればいいか、町のお金を全部使うわけにはいかんので、補助金

といってもなかなかいい補助金、半分もらえる補助金は世の中にはなかなか存在しなかった

ので、いつになるかわからないというのを、公共工事の管理計画の前の町長意見交換会でも

指摘していたところなんですが、うまく地方創生の整備交付金というのがぱっと新たにでき

たんですね。だから、これはチャンスだということで、まずは憩いの家を拡充、さらに新し

くするということで、そういうのがまず第一義的にあったということは、まず御理解いただ

いた上で違いを御説明いたしますと、まずは、さっきも言った年代別の違いが一つあるのと、

あとは滞在時間を憩いの家は長く考えております。それから、よりアミューズメント的なも

のを考えております。そして、お風呂とか畳の部屋なども入れて、よりそこでゆっくりでき

るような、そういう形のことを考えています。 

 もう一点が、私のずっとあれだったんですが、通学合宿という、子どもたちが泊まるとこ

ろが今までなかなかなかったんですね。憩いの家、前はやっていたんですけど、最近、憩い

の家でうまく泊まれないような状態になっていたので、そういったものをやりたいなという

ところで、泊まり機能が若干つくというのが少し違うかなというふうに思っています。大体

違いで今考えているのはそのあたりでございますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 管理運営についての答弁がないんですけど。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今現在、両方の施設とも基山町の社協のほうに指定管理をお願いしております。今度新た

に施設をつくっていくに当たり、その指定管理の部分についても少し考えるところはあるか

なとは思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 直営でされるのか、指定管理でするのか、民間に委託するのか、その方向性は決まってい

ないんですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 今のところ決まっておりません。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 町長が顔を少ししかめるので、頭の中をちゃんと移動させてくださいよ。きちんと理解し

ていただいて、我々の質問に答えていただきますように。でないと、委員会に出席を願うこ

とになると思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。末次議員。 

○３番（末次 明君） 

 今、町長もおっしゃったように、非常にたくさんの利用者があるんですけれども、工事が

全面改修ということになると、一時的に停止状態になると思うんですが、今使ってある方、

あるいは社協のあそこの事務員さんたちの心配事は、この工事期間中どうしたらいいかとい

うことを心配してあると思いますけど、そのあたりはきちっと考えてあるんでしょうか。 

 それともう一つ、あそこに行くとどうしても駐車場が足りないなというのを感じるわけで
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すね。特にコミュニティバス等が入ってきて、あそこで回っていくという形になっているの

で、その駐車場、今度子ども連れが来るとかなると、さらに足りなくなると思いますけれど

も、そのあたりも検討されているんでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 バスについてはコミュニティバス等になってくるかとは思います。 

 休館中の事業については、ほかの場所、今、旧庁舎のほうをまちづくり課と協議して使用

していいかどうかということでお尋ねをしているところでございます。（発言する者あり） 

 コミュニティバスの利用を周知して、なるべく駐車場のほうは確保していきたいと考えて

おります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 末次議員。 

○３番（末次 明君） 

 ちょっと頭の中が、私もちょっと今のお答えだと混乱してしまうんですけれども、まず、

じゃ、駐車場についてはできるだけコミュニティバスを利用していただくということでござ

いますか。そうすると、土日とかは特にあそこは御仮殿で、荒穂神社の持ち物になるんです

かね。ああいうところを一応借りてあるというふうにも聞いていますが、とてもじゃないけ

ど、ちょっと足りなくなるような気もするんですけれども。まあ徹底してもらったらいいん

ですけれども、できるだけ車では来ないでくださいねって。でも、そういうわけにはなかな

かいかないと思います。 

 それともう一つは、今、旧庁舎で使ってある方がということでありましたけれども、あそ

こに来られている方を見ますと、何か幾つかの囲碁とか将棋のグループの方、あるいは手芸

をされるような方、あるいは全く個人で来られている方、幾つかのグループがあるみたいな

んですが、その辺というのはやっぱり個別に考えないといけないと思うので、ぜひ検討をお

願いします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。大山議員。 

○10番（大山勝代君） 
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 長くなっていますけれども、以前から私は思っていたことですけれども、それぞれの世代

の拠点がどこなのかがはっきりしないというのが、この基山の利用しづらいっていうかな。

町長は子育て支援センターもつくりたい、私としては児童館という形でどうかならないかと

か思っておりましたけれども、私がいつも引き合いに出すのが小郡の「あすてらす」なんで

すが、今度こういう形で出てきたので、多世代ということだったら幾つもの世代が交流する、

一般的に。だけれども、やっぱりきちんと高齢者世代の拠点はどこだ、子育て世代の拠点は

どこ、青少年が集える場所はどこ、障がい者が自由に行って語れる──障がい者の親が今、

肩身の狭い思いをしていらっしゃいますが、そういうところがどこだという、そういう整理

がこれをつくると同時にできませんか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 この多世代交流拠点というのは、基本的に高齢者の拠点と私は考えております。そこそこ

ですね、やっぱり子育て世代……（発言する者あり） 

 子育て世代の各種拠点、世代ごとの拠点というのは、確かに必要だという認識は持ってお

りますので、その点についてもこれから検討していきたいと考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 これは複数の課にまたがりますので、子どもはこども課で、あと小学生とかは教育学習課

で、高齢者は健康福祉課になりますので。候補として考えられるのは、今回できる多世代の

憩いの家と、それから福祉交流館と、それから保健センターというふうな形になると思いま

す。 

 その中で、例えば憩いの家が老人だけ、高齢者中心ではありますが、当然さっきも言った

ように、子どもたちとお母さんのそういう場所もちゃんとキープしたいというふうに思って

います。だから、その子たちは少し上の子になりますね。もっと小さいところは、保健セン

ターの２階とかが中心になると思います。 

 今、残念なのが、小学校の高学年とか中学校の、さっき児童館と言われましたけど、その

集まる場所は、ちょっと今、基山町には不足しているというのは間違いないですね。ただ、
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そこのところの考えまでには今いっていないところではございます。 

 ただ、今の３つをきちんと整理すれば、それを一個一個単一的に、これはここみたいな整

理はできないと思いますが、２つずつぐらいの機能を持たせて説明して、きちんとわかるよ

うにすれば、ある程度の区分けはできるんじゃないかなというふうに思っているところでご

ざいます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次行きます。（「済みません、ちょっと確認」と呼ぶ者あり）重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 確認だけさせてください。 

 指定管理者制度でされるんだろうと思いますね、今後これの。（発言する者あり）いやい

や、なると思いますけれどもね。そうすると、指定管理者制度の指定管理料金が変わってく

るだろうと思いますけれども、どのようになりますか。契約の仕方を含めて。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 中牟田健康福祉課長。 

○健康福祉課長（中牟田文明君） 

 そこら辺まだ積算等も行っていませんので、今ちょっと答えることはできないところでご

ざいます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 重松議員おっしゃるように、現在、憩いの家については指定管理を行っておりますので、

基本的には引き続き指定管理で運営をしていくことになると考えています。そういった中で、

しばらくは、工事期間が七、八カ月ぐらいあるかもしれませんけれども、その間、休館等も

出てくると思います。休館の指定管理部分の補償であったり、そういった部分をまず算定し

ないといけないと思っていますし、今度は平成30年度以降の開館に向けたところの新たな指

定管理という形になりますので、そこを当初の指定管理の変更という形で第１回目について

はお願いをしていくというふうな方向になると思いますので、そこの料金については、先ほ

ど健康福祉課長が申し上げましたように、今後ランニングコストを含めたところの積算を行

って変更をお願いするという形になると思います。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次行きます。28ページ、社会福祉費、防犯対策費、障害者福祉費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 29ページ、児童福祉費、２目．保育所費まで。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 ３款２項１目18節の備品購入費1,000万円ですね。まず、これは何で３款２項１目か教え

てください。 

 それと、イメージ図の遊具を見せていただきました。追加資料で、先ほども言いましたよ

うに、ジャングルジムとかボルダリングという遊具も加わっていますけれども、問題は運用

の件なので、ここから先の話だと思うんですけれども、やはりこういう、ちょっと高度な遊

びの場がふえてくると管理運営というのが非常に難しくなってくるなというふうな認識を持

っております。そのあたりをどのように考えているのか、どなたが答弁されるかわかりませ

んけれども、お願いします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 今泉こども課子育て支援係長。 

○こども課子育て支援係長（今泉雅己君） 

 まず、予算についてですけれども、先ほどから答弁していますとおり、主管課については

健康福祉課になってくると思います。その中で、事業として子どもに関する事業を行う備品

としてこども課のほうで計上させていただいております。 

 それから、高度な遊具というところですけれども、遊具のイメージの絵自体がわかりにく

い点もありますけれども、一応私たちが想定している分については、小郡、筑紫野等に大規

模な商業施設等があるかと思います。その中に、有料の室内の遊具の施設等がございます。

イメージとしては、そちらのほうのイメージをさせていただいております。実際には親子で

一緒に入っていただいて、親御さんのほうが直接子どもを見ていただくという形になってこ

ようかと思っています。 
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 ボルダリングについてですけれども、施設の天井高のほうが３メートル程度を予定してお

ります。実際にどの程度の高さまでその遊具を設置するというのは、まだこれから検討して

いくところになるかと思いますけれども、そこら辺の安全性も含めて、これから先、検討し

ないといけない事項として考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 わかりました。その中で、先ほどから出ています指定管理の問題も、これは今、社協が受

けていらっしゃいますけれども、この年数がまだ残っていますよね。その中で、これだけや

っぱり施設的に大きくなって、それで本当に社協が受けれるのかどうか、安全管理も含めて。

そして今回、まだお風呂が残ります。お風呂が残る中で、例えば男性の方がお風呂に入って

いてなかなか出てこない、女性の職員では中に入れない、こういった問題も多く残されてい

ますので、これを一旦打ち切った上で再度指定管理を募集するのか、それとも継続のまま行

くのか、このあたりの考え方を教えてください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 熊本総務企画課長。 

○総務企画課長（熊本弘樹君） 

 今、久保山議員おっしゃったように、確かに一旦打ち切るのか、今の指定管理の残りの期

間を暫定として契約を変更したところでやっていくのかというのは非常に難しいところがあ

ると思います。 

 まずもって言えば、現在、社協に指定管理をお願いしておりますけれども、社協としては

そもそもとして、当初の予定期間についての計画を立ててこれまで運営をしてきたというこ

ともあると思います。それを一旦打ち切るという話になれば、当然社協としても計画が狂う

わけですから、そういったところにも当然配慮をする必要があると思います。 

 それと、確かに今回新たな施設も導入いたしますので、そういったところに本当に対応し

切れるのかというところも、当然、一義的には社協のほうにヒアリングも行いながら最終的

な決定を行う必要があると思っておりますので、そういった部分を含めて、当然、平成31年

度が開館になると思いますけれども、そちらの開館に向けて、まずは社協との協議も含めて

検討してまいりたいというふうに思っております。 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 今の選択肢にプラス、その既存の部分は社協に残したまま、新しい部分について追加とし

て管理を、その残った期間だけやるという選択肢も１つあると思います。 

 いずれにしましても、いろいろなパターンをこれから考えていきたいというふうに思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ここで３時30分まで休憩します。 

～午後３時12分 休憩～ 

～午後３時30分 再開～ 

○議長（鳥飼勝美君） 

 休憩中の会議を再開します。 

 30ページ、衛生費、保健衛生総務費、環境衛生費、健康増進費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 31ページ、清掃費、２目、３目。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 32ページ、上水道費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 33ページ、農業費、１目から５目。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 34ページ、林業振興費。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 35ページ、商工総務費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 36ページ、土木総務費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 37ページ、道路橋梁費、１目、２目。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 38ページ、住宅管理費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 39ページ、消防費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 40ページ、教育総務費、教育委員会費、事務局費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 41ページ、小学校費、１目から４目。松石健児議員。 

○１番（松石健児君） 

 ちょっと額は小さいんですけれども、３目の１節．報酬で、学校評議員報酬が出ておりま

すけれども、これ大体毎年、評議員数と回数はほぼ毎年一緒ですけれども、何で補正で追加

が出ているのか、御説明ください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 この分は、報酬の分が前年度分が漏れておりましたので、今回追加でお願いしているとこ
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ろでございます。（「去年の分が」と呼ぶ者あり）学校評議員の報酬の分が、学期ごとに学

校評議委員会を開催しておりますけれども、その分が、一部の分が漏れておりましたので、

今年度分で追加で支払いをさせていただいた分を追加させていただいているところでござい

ます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。河野議員。 

○８番（河野保久君） 

 学校の遊具点検のところなんですけれども、大川のほうかどこかで何か事故があったじゃ

ないですか、ぶら下がって。それとは直接関係ないんだけど、要は遊具点検をしていて、今、

学校のそういう施設で点検なさっているんでしょうけど、そういう問題は今のところないの

でしょうか。その確認です。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 実際に遊具点検を行いまして、基山小学校のブランコが、上の金具がすれて危険でしたの

で、その分で一時期使用をとめて修繕をしたりとか、若基小学校の木製遊具が一部あったり

して、その分の使用をとめたりとか、そういった形で、遊具も全て、木製遊具は特に予算も

かかったりしますので、少し計画的にですね。使えるものはきちっと修繕をしながら使って

いきたいと思いますし、使用不能なものは、少し計画的にまた追加で入れたりとか、計画的

に整備をしていきたいというふうに考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 河野議員。 

○８番（河野保久君） 

 ついでに教えておいてください。これ年１回やっているんですか。それとも、頻度はどう

いうあれで点検なさっているんですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 学校職員による点検は毎年実施をしておりまして、業者による点検を３年に１回行ってい
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るところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 河野議員。 

○８番（河野保久君） 

 それで、学校の職員で、もしふぐあいが見つかったり、ちょっとわからないという場合に

は業者に頼むということもあり得るわけですか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 内山教育学習課長。 

○教育学習課長（内山十郎君） 

 通常、目視したり、あるいはたたいたりとか、あとさびのぐあいとか見て、ちょっとひど

い程度であればきちっとした修理業者に確認をした上で修繕なり、そういったことを考えて

おります。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 42ページ、中学校費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 43ページ、社会教育費、１目、３目、４目。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 44ページ、文化振興費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 45ページ、保健体育費、１目、３目。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 46ページ、農林水産施設災害復旧費。 
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    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 47ページ、公債費。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 公債費104,937千円ですね。先日の大久保議員の一般質問にもありました。皆様方からお

預かりしているふるさと応援寄附金、これふるさと応援寄附金を使われるのは、これが初め

てでしょうか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 

○財政課長（城本好昭君） 

 過去、中学校の校旗、それから中学校のピアノに使わせていただいております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 そうした中で今回、非常に大きな６億円というふるさと応援寄附金をいただいて、このふ

るさと応援寄附金の使い道自体が注目を今されているところであります。 

 そうした中で、今回、50,000千円を、いわゆる借金返済に充てるということで、これは当

然、条例、要綱を含めて、事業に充てるというふうに記載がされています。一般質問の答弁

の中では、過去の事業に充てるという理解をしてくださいということでしたけれども、私は

どうしてもやっぱりそれに納得がいかないというのが本音のところでありまして、例えば、

これから先さまざまな事業展開をされる中で、その中で使われる分だったら構わないと思っ

ているんですけれども、これだけ大きな額をこれだけ注目を浴びている中で50,000千円を借

金の返済に充てるというのは、応援された方から見た心情というのがどういうふうに映るの

かなと。寄附をした、でも、それが借金返済のために寄附をしたつもりはないと捉えられて

も仕方ないような気がしますけれども、その辺の、いわゆる行政側から見れば確かに過去の

事業かもしれませんけれども、応援してくれている方々から見たこのお金の使い道について、

どのような見解をお持ちなのか、お聞かせください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 城本財政課長。 
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○財政課長（城本好昭君） 

 全国的に見ても全然例がないわけではないですし、はっきり繰上償還に使うということを

書いている自治体もございます。この繰上償還をする中身を説明させていただきますと、基

山小学校の建設事業に借りた起債２本、１億円余りを繰上償還させていただくということで

すので、教育費に使うというふうに御理解をいただければというふうに思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 そもそもの繰上償還の意味合いを考えると、年度を通してこれぐらい事業で、例えば入札

減とかも含めて、余ったお金を繰上償還する。繰上償還自体は非常に大切なことだと思って

います。その中でさまざまなものを、これだけちょっと余裕ができたので繰上償還をすると

いうのであれば十分に理解できるんですけれども、私は、今の答弁を聞いてもまだ納得でき

ない部分がありますが、これ町長はどのようにお考えか、最後にお聞かせください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 今、財政課長が説明したとおり、私は小学校だけじゃなくて図書館の何かも入っていたの

かなと思っていたんですけれども、そういった費用に使うということと、あとは町長に任せ

るみたいなそういう枠もありましたので、その枠の範囲内であればですね──いずれにして

も、お金は色がついているわけではございませんので、ほかの来年度の事業のどこに充てて

も、そこは大差がないんではないかなというふうには思っていたんですけれども、それから、

今回は目的のところは大事だということで新たに４つぐらい、ちゃんとこういうのに使えま

すというのも明記して、基山町としてはこういうのに使えますという明記も同時でやってお

りますので、そういうことを総合的に考えると、このやり方でいいのではないかなと、私自

身はそういうふうに判断した次第でございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。重松議員。 

○９番（重松一徳君） 

 私は所管でもありますけれども、確認のために聞きますけれども、これ起債の残高の
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資料等が今回──これは平成29年度の当初予算の中にも出るんですけれども、教育費で今

1,553,650千円の起債があるわけですね。これは、言われるように小学校の建てかえ、体育

館の建てかえが大きい部分もありますし、当然、図書館も入っていますね。これについては、

毎年度どれだけ償還していくんだという計画があるんですね。計画に基づいて今償還をされ

ています。先ほど、厳しい財政事情のあるところで繰上償還されているところも実際に自治

体としてはあるんだと、これあるのも事実なんです。しかし、財政的に大変厳しい、例えば

起債が物すごい金額になっている、財政健全化団体とかになっているとか、起債の制限がか

かっているとかいうところは、それは繰上償還も当然されると思いますけれども、基山町が

繰上償還を、このふるさと納税を充てなければならないというふうな財政の危機というのは

今まで私は聞いたことがないんですね。財政問題について質問すると必ず、基山町は健全財

政で今行っていますと、行われていますというふうな説明をずっと受けてきたわけでもあり

ますね。そういう中で、今、久保山議員が言ったように、この大きなふるさと納税からいた

だいた基金を、最初の事業としてこういう償還に充てるのがどうなのかという、そこが私は

問われているんだろうなというふうに思いますね。確かに、ふるさとチョイスのずっと下、

大久保議員が一般質問で言われていましたように、私も見ましたけれども、やっぱり事業に

充てるんだというふうな形になって、新年度の事業のあれも先取りして、ふるさとチョイス

には入ったりしていますけれども、そこについてはもう問いませんけれども、やっぱり私は、

平成29年度当初予算の中にもこのふるさと納税を入れてありますから、そういうのにまず使

うと、まず、新規事業とかいろんなのに使うと、そういうことの中で、今、基山町は予想以

上にふるさと納税をいただいたと。その中で、例えば将来にわたって繰上償還等も検討しな

ければならないというふうな中だったら私はわかるんですけれども、いきなりこういうふう

に３億円からのふるさと納税基金ができたら、そのうちの50,000千円を最初の事業として繰

上償還に充てるというのは、私はやっぱり問題があるかなというふうに思いますけれども、

町長、この辺の先ほど言われましたけれども、ふるさと納税をされた人の心情とか、町民に

対してのやっぱり何か説明不足というのは感じませんか。私はここすごく説明不足を感じる

わけでありますけれども。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 
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 今言われた趣旨でいうと、言われている趣旨のお気持ちはわかるんですが、ただ、まず、

ふるさと納税をした方は町にお任せするということでしていただいている方の部分だという

ことでいうと、特に問題ないのではないかなと思うし、それから、町民の方々は町の財政が

少しでもよくなって──先ほどから何度も言いますように、もともといろいろやった事業の

起債なわけですから、そういう意味では、それに対してだめだという人はいないと。これが

例えば、私の給料とか皆さんの給料を上げるとか、そういう話であれば話は全く違うと思う

んですけれどもですね。 

 それと、新年度のやつは具体的な目標を、ふるさとチョイスだけじゃなくて町のホームペ

ージにも上げてやっているんですけれども、新年度はもちろんやるんですけど、平成28年度

の補正も多くいただいたので、少しでもずっと放ったらかしてするよりも少し消化させてい

ただくのがいいのかなと思って補正に上げさせていただいたというそういう感じなんですけ

れどもですね。ただ、そこがどうしてもということであれば、色はついていないわけなので、

それはまた担当課長とも相談しますけれども、色がついているわけではないので、どんなに

でも──逆に言えば、この補正予算の中でも、ほかの予算に使えたりしますので。それから

あと、新年度予算に使うようなことは可能ですけどね。ただ、私的にいうと、そこをそんな

に気にしなくてもいいんではないかなと私は思いますけれどもですね。繰り返しになります

が、例えば町の何か、それこそ公債費じゃなくて私の交際費とか、そういうのに使うんだっ

たらそれは問題かもしれませんけれども、そういうものではないので、基本、町の一番のメ

ーンのところに使わせていただくという、ありがたく使わせていただくということで考えれ

ばというのが私の思いです。ただし、多くの方々がそう思わないということであれば、ここ

に固執する必要性もないというふうにもあわせて思っています。だからそこは、私はそんな

に、大丈夫だと思いますけど、逆に議員の皆さんのほうがどう思われるかということですよ

ね。最近、ふるさと納税については特にいろいろ話題になっているところなのでですね。だ

けど、そこはもう一回ゼロに立ち直ると、町の財政、町の事業がどういう形でできているか

というのを考えていただければ、決しておかしいというふうに言い切れるような話ではない

というふうに思う次第でございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 末次議員。 

○３番（末次 明君） 
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 今の町長のお言葉に反論なんですけれども、やはり今、重松議員もおっしゃったように、

寄附者の微妙な心情というのがあるんですね。それとあわせて、１回した方がまたリピータ

ーになっていただくということもあります。仮に、お任せというふうになっていたとしても、

あなたからいただいたお金、ここに１億円いただきました。本当にありがとうございました。

このお金を、これからこういう目的に使いますよというのを明確にしていくべきだと思いま

す。今、町長のほうは、過去に事業で使った分にとおっしゃったけれども、それだと、私は

一部のせっかくの寄附者の心を心外な気持ちになられる方も若干いらっしゃるんじゃないか

なと思って、この辺はやっぱりある程度本当に考えてあげなくちゃいけないと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 今も３人、４人目、５人目も手を挙げようとしておられるので、みんな反対意見だと思い

ます。もし許していただけるものであれば修正を出させていただきたいと思います。そして、

きちっとした形でやらさせていただきたいと思います。 

 ただ、私の言っている趣旨、それから、役場の財政課長の気持ちもぜひ酌み取っていただ

ければというふうに思っております。至急、修正の準備をさせていただきたいというふうに

思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 町長、修正じゃなくて訂正です。松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 失礼しました。訂正させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 大久保議員。 

○２番（大久保由美子君） 

 「訂正を」とおっしゃいましたので余り言えませんけど、きのうの一般質問でも言いまし

たように、ふるさとチョイスの中にも早速、事業のことを報告してありますよね。その中に、

「寄附をお願いしたい事業の第１弾として」と書いてあるんですよ、第１弾。第１弾を以下

のもので今後具体的に進めていきます。それが、さっきの草スキー再生プロジェクトとかそ

ういうこと、第１弾ですよ。ということは、これは第２弾じゃないですか。だから私として
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は、寄附をなされた方の心情をよく考えていただいて、幾ら自治体にお任せのお金が３億円

あったとしても、それはあくまでも事業に使うというところでよろしくお願いします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 修正ではなく、訂正させていただきます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次に行きます。 

 48ページ、諸費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 49ページ、予備費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、議案第４号に対する質疑を終結します。財政課長、訂正の発言を求め

ます。 

○財政課長（城本好昭君） 

 先ほど、松石健児議員の寄附金の利子についての質問にちょっと言葉足らずのところがあ

りましたので、修正とつけ加えをさせていただきます。 

 文化及び体育振興基金利子、ふるさと水と土保全基金利子を、一般財源というふうに言い

ましたけれども、あれは積み立てをしないという意味で言いましたので、実際には一般財源

ではなくて違う事業、教育事業と農林事業に充当をしているということでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

      日程第10 議案第５号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 次に、日程第10．議案第５号 平成28年度基山町国民健康保険特別会計補正予算（第４
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号）を議題とし、本案に対する質疑を行います。 

 議案書の26ページをお開きください。ございませんか、26ページ。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 27ページ、歳入歳出予算、歳入。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 28ページ、歳出。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 事項別明細書をお開きください。 

 事項別明細書、３ページ、国庫負担金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ４ページ、国民健康保険制度関係業務準備事業費補助金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ５ページ、高額医療費共同事業負担金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ６ページ、財政調整交付金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ７ページ、共同事業交付金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ８ページ、利子及び配当金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 
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 ９ページ、一般被保険者雑入。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 歳出に移ります。 

 10ページ、総務管理費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 11ページ、高額療養費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 12ページ、共同事業拠出金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 13ページ、特定健康審査等事業費 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 14ページ、基金積立金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 15ページ、予備費。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、議案第５号に対する質疑を終結します。 

      日程第11 議案第６号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第11．議案第６号 平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）を議題と

し、本案に対する質疑を行います。 

 議案書の29ページをお願いします。ございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（鳥飼勝美君） 

 30ページ、歳入。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 31ページ、歳出。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 事項別明細書、３ページをお開きください。 

 一般会計繰入金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ４ページ、後期高齢者医療広域連合納付金。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、議案第６号に対する質疑を終結します。 

      日程第12．議案第７号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第12．議案第７号 平成28年度基山町下水道事業会計補正予算（第４号）を議題とし、

本案に対する質疑を行います。 

 議案書32ページをお開きください。ございませんか。33ページまでです。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 それでは、基山町下水道事業会計補正予算書に関する説明書。 

 １ページ。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 今回、補正で営業収益が5,000千円上がっております。この主な原因を教えてください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 
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 まず、予算のつくり方といたしましては、前年の事業に、これは利用は、夏の熱帯夜とか

そういった自然の状況で若干変動いたしますので、２％程度低めにその変動を見て設定をい

たします。 

 そういった中で、例年どおりになりますと若干こういった変更を行ってまいりますので、

全体的に見ますと大きくは変わっていないんですが、そういった自然の、夏場の飲料水等の

部分等そういったものと、あとは住宅が若干ふえておりますので、そういった住宅の接続に

よってふえてまいると思っております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 例えばこの平成28年度、新たに供用を開始された世帯数とかというのはわかりますか。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 古賀建設課長。 

○建設課長（古賀 浩君） 

 済みません、手元に持ってきておりませんが、一応開発で今、段階的にふえているのは先

ほどの町道認定のところの開発地の接続が上がってきております。 

 それと、夜水の集合住宅ができましたので、あちらの排水もふえてきております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ２ページ、３ページ、４ページ、５ページ、６ページ、７ページ、８ページ、９ページ、

キャッシュ・フロー計算書、ありませんね。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 10ページ、給与費明細書。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、議案第７号に対する質疑を終結します。 
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      日程第13～日程第16 議案第８号～議案第11号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第13．議案第８号から日程第16．議案第11号までは一括議題とします。 

 ここでお諮りします。議案第８号 平成29年度基山町一般会計予算、議案第９号 平成29

年度基山町国民健康保険特別会計予算、議案第10号 平成29年度基山町後期高齢者医療特別

会計予算、議案第11号 平成29年度基山町下水道事業会計予算について、予算特別委員会に

付託することについて御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 異議なしと認めます。よって、議案第８号から議案第11号までを予算特別委員会に付託す

ることに決定いたしました。 

      日程第17 報告第１号 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第17．報告第１号 基山町土地開発公社の事業報告についてを議題とし、本案に対す

る質疑を行います。久保山議員。 

○５番（久保山義明君） 

 以前、この土地開発公社自体をもう閉じるという話の中で再度復活してきたわけですけれ

ども、土地開発公社を利活用した今後の見通しについてお尋ねいたします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 阿部まちづくり課長。 

○まちづくり課長（阿部一博君） 

 土地開発公社につきましては、産業団地等々の誘致のために市街化調整区域を開発してい

くという中において、町が主導権を持ってやっていきたいという中での土地開発公社の先行

取得を活用していくという中で存続しているという状況でございますので、今後も長野の島

廻地区、またはグリーンパーク等々、産業団地として開発していくことが想定される中にお

いては、そこを開発していく先行取得用地のために公社は存続させていきたいということを

考えております。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 久保山議員。 
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○５番（久保山義明君） 

 以前、町長が副町長時代に、そこの前図書館予定地、ここに園部団地の建てかえも含めた

ところでの利活用という発言も以前あったと思います。現在のお考えをお示しください。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 それこそ、ここはいろいろなことにできると思っていますので、３年後までにつくるとお

約束して、例えば保育園なんかも有力な候補だと考えますので、保育園であれば土地開発公

社はかまさないような形、かます必要がないということになります。ただ、例えば、保育園

も本当に250人規模の公立保育園を建てかえるのかというのじゃなくなる可能性が、仮に半

分公立で半分私立とかいうことになったら、それでもまた土地開発公社の役割が出てくるか

もしれませんし、それ以外に、中心市街地の関係でも土地開発公社の活用はまだ可能性とし

てかなりあるんじゃないかなと思っておりますので、どっちにしましても、その辺の見通し

が立つまでの間存続させていただければというふうに考えているところでございます。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 この件、今、久保山議員がおっしゃいましたけれども、平成26年３月定例会に議会のほう

から、数名の先輩議員から、事業目的がないということで、土地も塩漬けになるんじゃない

かという提案で、そのときの町長、また執行部が、まさに事業目的はございませんと、土地

も塩漬けになりそうだと、早急に解散を考えるということでありました。 

 それから、平成26年５月の全協で、９月の定例会に土地の買い戻し予算を計上し、解散ス

ケジュールを策定するというお話までいただきましたけれども、翌平成27年２月の全協で、

開発公社の解散を２年間、期限つきで延ばしてほしい、期限つきですね。期限つきで延長を

表明されました。３つの理由が、園部団地の後継地であると。長野地区の市街化計画、土地

買収、中心市街地活性化法の認定があると、この３つの事柄で２年間延長してほしいという

んですけど、もう２年目で、そのときの答弁では、翌年の３月定例会では何とか報告をした

いというお話でありますけど、それに関する報告はなかったと私は認識をしております。 

 それから、２年以内に確実にできる、もっというと１年以内にはその辺の見きわめをでき
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ると思っておると。来年の３月ですねこれ、平成28年の３月議会には、その辺の話をきちっ

とできるんじゃないかと。そのときまでに、全く何も動かないということであれば、それは

もう潔くというふうに考えておるということでありましたけれども、今こうやって初めてそ

ういうお話をされるというのは、議会を何と思っていらっしゃるのかというのが不思議でた

まりません。もう一度答弁を町長お願いします。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 松田町長。 

○町長（松田一也君） 

 確かに、予定どおりは進んでいないかもしれませんけど、長野も今、順次頑張っておりま

す。それから、中心市街地活性化も順次頑張っております。それから、そこの土地も、さっ

きも言ったような話で今進んでいます。その報告、説明をしなかったというところはおわび

申し上げますが、それが全く動いていないわけではございませんので、そこはぜひ御理解い

ただければと思います。 

 そして、その辺のところ、今口頭で説明した以上の説明は余り今の段階ではできませんけ

れども、必要であれば、その辺の説明をもう一度させていただきたいと思います。 

 なかなか思ったように進まないのが事業でございますので、その進捗状況の説明をきちん

とすべきだったという後悔はちゃんとしておりますし、そこは重々承知していますけど、こ

れからこの３つ──３つ以外のこともまだ想定して考えられますので、そこらあたりもまた

御説明させていただきたいと思います。ぜひ御理解をいただければと思います。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 品川議員。 

○11番（品川義則君） 

 議会での発言というのは、我々も十分認識しておりますし、責任を持って発言をしており

ます。町長の答弁というのは、約束だと思っていますので、そういうものをきちきちっと説

明していただくということの積み重ねがあってからの今であると思っております。ましてや

先ほどのように、訂正を出されるというふうに、では、この先ほどの予算というものはどれ

ぐらいの感情を持って、思いを持ってされているのかということが、どうも信頼性というも

のがどうなのかということを、こうやって説明もされていないという、御自分の発言したこ

とを果たしていらっしゃらないということをもう少し深く感じられて、これからの事業に当
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たっていただきたいというのが意見であります。 

 以上です。 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ほかにございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ないようですので、報告第１号に対する質疑を終結します。 

 以上で質疑の全てを終結します。 

      日程第18 委員会付託 

○議長（鳥飼勝美君） 

 日程第18．委員会付託を議題とします。 

 ただいま議案付託表を配布しますので、しばらくお待ちください。 

    〔議案付託表配付〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 ただいま議案付託表を配付しましたが、配付漏れはございませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 お諮りします。会議規則第38条の規定により、今期定例会休会中の審査に付するため、議

案付託表記載どおり、これを総務文教常任委員会、厚生産業常任委員会、予算特別委員会に

付託することに御異議ございませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（鳥飼勝美君） 

 異議なしと認めます。よって、以上のとおり決定しました。 

 本日の会議は以上をもって散会といたします。 

～午後４時４分 散会～ 


